
ヤ塾 必節博 牙つ 債雇

第19号

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆

2 00 9



手 少必徹言呼 牙つ 食度

研 究紀 要

第19号

20 09



序

ここに『市立函館博物館研究紀要』第19号を刊行いたします。

本号は、平成10年度より民俗資料基礎調査に基づく調査の継続しております函館市古

川町に所在する木村番屋の調査報告を掲載いたしました。

資料調査の対象となった木村家は、『函館市史都市住文化編』や『銭亀沢編』でもす

でに紹介されているとおり、初代が岩手県より来住し、八膿の船を所有し下海岸屈指の

地引き網によるイワシ漁場を経営したことで知られています。市立函館博物館では、函

館市史編さん室による調査が終了した平成10年より、武蔵野美術大学教授神野善治氏と

青森県立郷士館学芸課長昆政明氏のご指導．ご協力を頂きながら、イワシ漁労に関する

道具類の調査を主とした詳細な調査を行いました。これは、地域に残る資料を体系的に

収集・保存・活用するべく、ある一定量の群として残された道具類などを対･象に調査を

行うことによって、将来につながる博物館の新たな展示構成を生み出し、さらには聞き

取り調査や整理作業などを行うことで、博物館活動に対し市民が携わる機会を増やすこ

とも目的としたものです。平成20年度には、成果報告の一環として特別企画展「函館繁

盛記一街を支えたモノツクリー」を開催し、木村番屋で収集した多数の漁具を展示・紹

介しました。現在も収蔵した資料の整理修復作業および聞き取り調査が続けられており

ます。

結びになりますが、当研究紀要の発行にあたりご協力を頂戴した関係各位には深謝致

しますとともに今後ともご指導等賜りますようお願い申し上げます。

平成21年3月31日

市立函館博物館
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民俗基 査報告

一函館市古川町木村漁場のイワシ漁労用具一
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本報告は函館市古川町に所在する「木村番屋」の調査報告である。現在博

物館では「都市・漁村・農村」を対象にした民俗調査を行っており、この

報告は漁村に関するものである。

本調査は平成10年度に始まり現在も整理作業が継続している。

調査の主体は市立函館博物館である。

本調査は武蔵野美術大学教授神野善治氏と青森県立郷士館学芸課長昆政明

氏に調査指導を仰ぎ現地調査、聞き取り調査､その後の整理作業を行った。

木村番屋の位置は国土地理院発行1／50000地形図に加筆した。

本報告書は神野・昆両氏の指導を受け協議しながら作成した。

本報告に掲載された木村番屋の資料は、現在市立函館博物館が一括寄贈を

受け保管している。

本調査にあたっては多くの諸機関・個人からご指導ご協力ご助言を賜った。

記して感謝します。

なお、聞き取り調査にご協力頂いた大沢良春氏・木村喜代五郎氏・木村．－三

郎氏が他界された。慎んでご冥福をお祈り致します。



第1章調査の概要

1木村番屋の位置と古川地区の歴史的環境

古川町を含む銭亀沢地区の様子が記録に記されるのは、享保年間に津軽藩によって編纂

された『津軽一統志』が初期のものである。そこに記されている地名は「しのり」「黒岩一

「塩泊」「石崎」の地名で古川は見あたらない。天明年間の調査による「蝦夷拾遺」には「紫

海苔村」「銭亀沢村」「汐泊村」「石崎村」の地名が記載されている。古川町は汐泊川の左岸

にあたる河口付近にひらけた一帯でこの「汐泊村」に含まれていたのかもしれない。明

治元年に箱館奉行から箱館裁判所に引き継がれた資料の中には「志苔村」「銭亀沢村」「石

崎村｣の地名が記載されている。明治35年北海道二級町村制が施行され銭亀沢村が成立し‐

旧村として「大字銭亀沢村」「大字志苔村」「大字石崎村」となる。古川町は「大字銭亀訳

村」の小字「古川尻」であったが、昭和8年に行われた字の整理の際に「古川町」が成室

する。昭和11年に銭亀沢村と函館市が合併し古川町は「函館市古川町」となる。

古川町周辺地域では古くから水産業が盛んであった。具体的記録としては室町期に成立

したとされる「庭訓往来」などにはこの周辺でとれる昆布が有名である。魚については「〒

鮭」であるが、蝦夷地の産物ということからこの周辺のものかはわからない。イワシ漁征

記録は江戸時代になってからであり、ニシンなどと同様に本州方面における畑作などへの

魚肥を主成分としたいわゆる「金肥」の需要の高まりとともに注目されはじめる。天明年

間に記された「松前志」などには箱館周辺でイワシが多く回遊していることが記されてb

る。蝦夷地の調査を行った秦憶丸が文化年間に作成した「東蝦夷地扉風」には、箱館周辺

で行われている地引網漁の様子が描かれており、その近くでは大釜を炊いている様子が描

かれていることから、魚種は不明であるが魚の絞り粕を作っていることがうかがえる。『戸

井町史』によれば、町内の神社に「鯛大漁」と書かれた棟札4枚（文政6年．天保2年＝

天保12年・慶応元年）があり、江戸時代後期ではあるが、イワシ漁が盛んに行われていた

ことを知る手がかりとなる。明治から昭和初期にかけてイワシの大漁は続いた。戦後昭意

27年を最期にイワシの大漁はなくなり、イワシ漁も衰退した。

イワシ漁について渡島支庁全体で概観すると、昭和12年版「渡島支庁管内要覧」による

と、渡島支庁管内全体でのイワシの水揚げ堂は60,288,846賞でその売上高は6,096,239

円で水産物売上高の63％にのぼる｡イワシ粕の生産量は15,369,239貫で､売上高5,136,681

円、イワシ油の売上高は4,430,990円となり、イワシ粕とイワシ油で1千万円近い売上高

をあげている。昭和12年の物価の目安としては、大学卒業の公務員の初任給が約75円、

もりそば1杯約10銭である。イワシ漁の経済効果がいかに大きいものであったかがわかる、

古川地区単独の資料は見あたらないが銭亀沢村全体のイワシ漁の位置としては、大正

¥:¥年「渡島支庁管内要覧」によれば、銭亀沢村の重要水産物として、イワシ894,320貫、
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イカ88，162貫、コンブ73，720貫となっている。昭和9年の「亀田郡銭亀沢村村勢一斑j

によれば、銭亀沢村の水産物の売上高は810,934円でその内イワシ粕の売上高が480,000

円でイワシ油の売上高が91,800円である。イワシ粕とイワシ油の売上高合計は実に

571,200円になり、水産物全体の売上高に占める割合は約70％にものぼる。ここでも銭亀

沢村におけるイワシ漁の重要な位置がうかがえる。

しかし、イワシ漁の重要な位置は戦後に大きく変化する。昭和27年「銭亀沢村村勢要覧

によれば、売上高が記載されていないので単純に比較はできないが、漁業漁獲高ではイ玄

4,534,310貫、藻類342,560貫、ホッケ317,730貢、イワシ193,710貢、となっている。

戦前から柔魚は、好不漁はあるが大量に獲られスルメに加工されている。水産物加工生産

についてもスルメの生産が1,130,577貫と圧倒的に多く、魚粕（イワシが中心と思われる

が表記は魚粕となっている）の生産高は193,710賞で大正12年の統計と比べると20％位

に落ち込んでいる。さらに昭和29年の「銭亀沢村村勢要覧」によれば、漁業漁猫高ではイ

カ3,295,574賞、藻類232,852貫、ホッケ355,000貫、イワシ200,300貫となっている。

水産物加工生産高はスルメ652,180賞、コンブ53，370貫、魚粕36，000貫となっている。

イワシについてみると漁獲高は昭和27の統計よりも上がっているにもかかわらず､魚粕の

生産高はかなり落ち込んでいる。スルメの生産高もかなり落ち込んでいることから天候不

順などが考えられるが、魚粕の需要が落ち込んでいることも原因の一因ではないかと思た

れる。

戦後は化学肥料や石炭・石油への需要が高まり、イワシ粕やイワシ油の需要が減ったた

めか、イワシの漁獲量が落ち込んでいる。さらには戦前のようなイワシの大回遊が戦後に

なくなり、イワシ自体の量が大幅に減ったことも起因していると思われる。因みに、昭和

30年以降イワシの大回遊は無くなり、イワシ漁自体も大幅に縮小せざるを得ない状況とな

った。

2 調査にいたる経緯

市内古川町の木村氏が所有していた納屋（以下木村番屋とする）に残されていたイワシ

漁労に関する道具類の調査を開始したのは平成10年度からである。

市立函館博物館（以下当館とする）は考古・歴史・民族・民俗・自然・美術など各分野

の資料を収蔵する総合博物館である。この中で当館が収蔵する民俗資料は市民から寄贈さ

れたものがその大半を占める。その中には生活道具・農具・漁具・商業用具など多||皮に才

たるが、系統だって収集されたものではなく、年代・地域などがまちまちである。また、

函館では開港に関すること、近代以降の街の賑やかな側面を取り上げることが多く、函館

および近郊の人々の「生活の営み」が展示などで取り上げられることが少なかった。

このような状況のもと当館では、地域に残る資料を体系的に収集・保存・活用するべく

ある一定量の群として残された道具類などを対象に、その調査を行うこととしたこれら

の調査活動は将来的に博物館の新たな展示構成を生み出し、さらには聞き取り調査や整理
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作業などにおいて博物館活動への市民が携わる機会を増やすことも目的としている。

今回報告する木村番屋のイワシ漁労用具は、函館市史編さん室が『函館市史銭亀沢編里

を発行する際の調査によって発見されたものである。博物館としては前述の体系的な一定

量の群としての資料として、そしてそれらの道具を使用した方々からの聞き取りもできる

状況にあることから、これらの資料を調査・収集することとした。

調査にあたっては、『函館市史銭亀沢編』の執筆者であり古川町のイワシ漁の聞き取嘩

調査を行っていた青森県立郷土館学芸課長昆政明氏、漁労を中心に全国的な民俗調査を行

われている武蔵野美術大学教授神野善治氏のお二人にお越しいただき調査全般にわたって

ご指導いただくこととした。

3調査の経過と保管状況

平成hi年度は、当館学芸員尾崎渉（平成11年度異動）が担当し、昆・神野氏を招聴L

予備調査を行った。この年は木村番屋のみならず、市内の農具などの所在調査も行い、翌

年度以降の計画案が立てられ、調査が早急に必要である木村番屋の調査を翌年度から実施

することを決定した

平成11年度は当館学芸員佐藤智雄・保科智治の担当により、木村番屋の実質的調査を開

始した。

平成11年度の調査目標として、木村番屋に残されている道具類の把握があげられた。長

年使用されておらず､番屋の中に積み重ねられている道具類には､どのようなものがあり、

どのくらいの数量が残されているかを把握する必要があった。平成11年度の調査は8月

11日から1!)日まで行い、この年の前期博物館実習生および前担当者尾I埼氏・函館市史編

さん室奥野進氏に参加していただいた。調査に先立ち、昆・神野両氏から実習生に民俗学一

漁労・イワシ漁などについて講義をしていただき、さらに調査の実施方法についてもお話

しいただき調査にはいった。

この年予定していた調査対象番屋は木造（一部コンクリート造）コンクリート瓦葺きの

建物に残されている道具類であったが、調査直前の下見において同じ敷地内にある木造ト

タン葺きの建物内にも道具類が残されていることが分かり、その建物も含めて資料の確認

調査を行った。

調査はまず、番屋内に残されている道具類に番号札（資料ラベル）を取り付けていき、

その番号札の裏に昆・神野両氏に資料名を記入していただき、随時外に搬出し簡単なクザ

ーニングを行い、番号札を入れて写真撮影を行うという作業手順とした。あらかじめ用意

しておいた資料カードに資料名・計測値・写真番号・簡単なスケッチを記載した。写真に

調査中に現像し現場でなるべくカードに貼り付けた。資料名については後の聞き取り調査

などにより変更したものもある。計測値については基本的に縦横高さの最大値をとり、細

部については収厳後の作業とすることとした。写真撮影は、資料写真の他に資料搬出前の

状態および番屋内部・外部の概況、作業風景などについても行った。この調査の段I砦でに
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資料の寄贈・保管先も決まっていなかったため再度資料を元の位置に戻した。

この調査では番屋所有者でイワシ漁を行っていた木村千代吉氏から聞き取りを行う予定

であったが、前年にお亡くなりになっており実現できなかった。しかし、千代吉氏の弟で

番屋の近くに住まわれている木村喜代五郎氏（大正11年生故人）が終始調査現場に足を

運んでいただき、道具の名前や使用方法などをご教示していただいたこの調査後も聞き

取りに関して、当時のイワシ漁に関わった方々を紹介していただくとともに、聞き取り調

査の際にご自宅を遣わせていただいた。また、千代吉氏の妹で千代吉氏の自宅を管理され

ている木村キワ氏には、調査に際して休憩の際に大変お世話になりました。その後も古写

真のご提供や半纏・大漁旗のご寄贈をいただいた。

この調査では2，744点の資料を収集した。用途不明なものも多数含まれたものではある

が、後の調査によって取捨選択した。

聞き取り調査については、その内容については第3章において詳述されるのでここでは

概略のみを記しておく。先に寄贈経過について記しておきたい。

調査段階では、舟一般を含む大量の資料を保管する場所が未定であり、寄贈の確認もし

ていなかった｡調査翌年の平成12年に資料の保管先として函館病|院移転後にその敷地に－

棟残された建物を改修してその一階部分に保管することが決まった。それと平行して、木

村喜代五郎氏を介し、番屋の所有者である木村千代吉氏長女の外崎亮子氏に寄贈の打診を

行った。平成13年6月外崎氏より寄贈の書類をいただき、博物館資料として登録された。

保管先の改修工事も終了し、11月27．28日に番屋内において資料の一部を梱包した。29．

30日に業者とともに資料搬送を行った。10トン車1台・4トン車2台を使用し保管先を数

回往復し、ほぼすべての資料を格納することができた。調査からすでに2年の月日が過ぎ

ていたため、資料に取り付けた番号札が汚損・紛失したものもあった。以後少しづつでは

あるが保管環境を整備し、再度の箱詰め、棚の設置、漁ごとや作業ごとによる分類、サビ

落としなどの保存処理、部品を組み合わせる復元作業、腐食資料の破棄などを行った。

つぎに聞き取り調査の実施状況のみを記しておく。

平成11年11月18日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村喜代五郎氏・大沢良春氏（船頭故人）・木村一三郎（大正5年生故人）

平成12年11月17日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村･喜代五郎氏・木村一三郎氏・松田ハマ氏（昭和2年生女性）

平成12年11月18日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村喜代五郎氏・木村一三郎氏・松田ハマ氏

、
成
・
者
成

平
話
平

13年3月6日場所；木村喜代五郎氏宅

;木村喜代五郎氏・木村一三郎氏

11年3月3日場所；木村喜代五郎氏宅
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話者；木村喜代五郎氏・木村一三郎氏・松田ハマ氏

平成14年3月4日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村喜代五郎氏・木村一三郎氏・松田ハマ氏・松田トシ氏（大正12年生女‘性）

平成14年3月27日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村喜代五郎氏・松田トシ氏

平成14年3月28日場所；木村喜代五郎氏宅

話者；木村喜代五郎氏

平成14年11月17日場所；市立函館博物館五稜郭分館

話者；木村一三郎氏

平成14年11月18日場所；弥生収蔵庫

話者；木村一三郎氏

4調査 の方法

a)位置の記載

ここでは平成11年度に行った調査の方法について概観しておく。

この調査では、番屋内部にグリッドを設定し、資料がどのグリッドに置かれていたかを

確認できるようにした。この方法は一度資料を外に出してしまい、また元に戻すといった

今回の調査ではその元の位置が分からなくならないために必要であった。また、もう一一一

の目的としては、将来的に番屋内部の復元展示を考えた際に、どの位置にどのようなもの

が置かれていたかということが重要になる。その際の手がかりとして今回のようなグリジ

ドを設定することによって大まかにものの位置を決定することが可能となるのではない力

と考えたからである。実際にはイワシ漁が終わってから50年ほどが経ち、その間この番屋

は他の漁の道具類を保管しておく場所であったり、加工作業などをする場所であったりし

たため、ものの移動はあったと思われるが、一部のものについてはあまり移動が無かった

ように‘思われるものもある。

カードの記載は現在当館で使用している資料カードを転用した。表面には資料名・計測

値・材質・グリッド位置・写真・写真番号・登録番号・使用方法などを記載し、裏面にに

簡単なスケッチを記載し、スケッチ内に計測値を記載したものもある。写真には登録番号

を写し込み、カードから外れた場合でも確認できるようにした。
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b)整理の方法

資料を整理するにあたって、どのような資料が何点あるのかを把握するために分類を設

けた。

分類は5つの大分類とそれぞれに小分類を組み合わせたものとした。分類表についてに

別表を参照いただきたい。分類の基本的な考え方として、木村番屋で行われたイワシ漁を

基本に作成した。そのため、大分類の内I～IVまでは主にイワシ漁に関するものである

イワシ漁以外の資料については分類Vにまとめた。分類された資料の一覧は別表を参照い

ただきたい。

c)収蔵の方法

資料の収蔵場所は市内弥生町にある旧函館病院跡地に残された4階建コンクリート造

の建物の1階である。この建物の1階部分はもともと倉庫として使用されていたため大き

めの間仕切りで構成され、個別の部屋としては仕切られていない。分類ごとに資料を収蔵

できればよいのではあるが、スペースの問題からすべてを分類ごとにすることは不可能で

はあるが、大まかには分類して収蔵した。小物類はなるべく穴のあいた通気’性のあるプラ

スチック製コンテナに収納しスチール棚に収めた。床置きにならざるをえなかった長尺の

木製品も床と直接触れないように垂木などをかませて通気‘性を確保した。一部の重鼓物(こ

ついては台車に乗せて移動できるようにした。

空調設備などはないため、窓を開放しての換気を時々行っている。また煉蒸ができる建

物ではないため、資料搬入後の燥蒸作業は行っていない。防虫のため防虫剤を部分的に主

いている

匙一一一一一画

I oo

I5~可

●画一一＝~ぜ

○ ず一一

木村番屋水糸配り図
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5収集資 料の概要

本報告書で紹介する収集資料は、上記の通り、函館市古川町（旧銭亀沢村）の故木村千

代吉氏（大正3年生まれ）の所有した木村漁場の納屋（番屋）に、昭和27年にイワシ漁場

が閉じられてから残されてきた漁労用具とその関係用具約2，800点である。その中には、

この漁場で10月中旬～L2月に行われたイワシ地引き網漁と1月～3月のイワシ粕加工を

中心に、一部、夏から秋のコンブとイカ漁関係などを加え、一年間の漁労用具がひととキー

り含まれている。

資料は大別して、I「漁携用具」の「漁網」関係と、Ⅱ「漁船及び関連用具｣、Ⅲ、イ弓

シ粕と魚油の「加工用具｣、Ⅳ「番屋に関わる用具｣、V「その他の漁携用具」の5つに分

類して整理を試みている。

Iでは、1「漁網」（ヒキアミ・フクロアミ・網地など）と、2「漁網付属用具」として

網の付属具であるアバ・アバタナ・イカリ・センガン・ソウ・タツ・ヤマヅナなど、3「沖

作業用具」としてアユミイタ・アンバイボウ・イカリ・カーバイトトウ・カシラ（袋用錨

の目印）・カバカゴ・カバカワ・沖揚用のタモなど、4「陸作業用具」としては、アタマキ

リ・コシピキ・馬具・マキビ（小刀）など、5「網干用具」としては、杭・丸太類、6「そ

の他」としてキヅチ・サシ・ロープつなぎなど。

Ⅱの「漁船および関連用具」には、番屋に収納されていたイワシ漁の「ナカブネ」1艦

と、2「漁船付属用具」の櫓・擢（クルマガイ・サッカイ）など、3「漁船移動用具」と

して船場に用いるマキドウ・カサギ・ゴロ・スジイタ・スベリなど。4「その他」には修

理用の船釘類がある。

Ⅲの「加工用具」では、1「水場用具」として運搬用のイワシカゴ・カツギボウ・カナ

アミカゴ・木製のモッコ・ナツボのクイやカヤ製のスダレがまとまって収蔵され、漁獲後

の〆粕や魚油作りの「加工用具」として、アブラクミ・エンザ・キリン・マルドウ・ヒラ

キドウ・ヒシヤク・ロストル・ハチゴウなどがよく揃っている。冬場の乾燥作業には、s

「乾燥用具」としてコマザラシ・タマカケ・ドブタ・ムシロなど、それに4「出荷用具」

と5「その他」とした。

Ⅳの「番屋に関わる用具」では、1「建物関連用具」としてエントツ・カギ・カギノノ・

ナ・カワラ・ジョウマエなど、2「生活用具」には、漁期の間、番屋で寝泊りした漁夫た

ちの食事を賄うナベ・マナイタ・ホウチョウなど調理具やユキハネ・ヨコヅチなどの用具、

漁の安全と大漁を祈願した番屋のカミダナ・ゴヘイタテも収集できた。3「その他」と:一

て、ヤキハンや船ごとのヤクビトフダなどもある。

vの「その他の漁携用具」は、イワシ漁以外の漁携用具で、1「イカ漁関係用具」に庭

イカノレン．ゴロバコ．スダレ・ダル（沖漬け用）・トンボ・ノレンボウなど、2「コンブ

漁関係用具」として、アミモツコ・ウキダマ・コンブカギ・コンブヨセ・ジヨロマツカー

ソウ．テッケマッカ・バカマッカなどの漁携具が揃っている3「磯漁関係用具」にはタ

コツリグ・メガネなど、4「その他」刺し網関連などがある
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この木村漁場のイワシ地引き網は、その最盛期には一年の生計を支えるだけの大量の漁

獲があったため、網袋を沖で付け替えて、ひと晩のうちに何度も漁獲を続けた。網袋か島

イワシを汲み出す作業は、同時期のニシン漁場で行われていた方法とよく似ており、用具

も共通する。網類を固定するための四爪錨がまとまって残されていたのも、海流の強い影

響がある津軽海I峡沿岸の漁場の特徴が反I決されているものと思われる。

また、夜漁のため、明かりとして焚かれるカバカワが番屋に大量に用意されていたこと

も特筆される。漁船としては「ナカブネ（ホッツ)」1膿が番屋に残されていて、収集・保

存の措置を講じることができた。しかし、木村漁場で用いられた漁船としては、サンバr、

ンブネ)、シマイハギ、ドゲブネ（汲み船)、イソブネがあったが、これらはすでに失わた

ているので、すでに博物館に所蔵されている各種の船型模型や周辺漁場で使われていた関

連資料などで補強する必要がある。

また、収集資料のうち充実している加工用具では、たとえば絞め胴は数量的にも多く、

絞め具の部品類や油汲みのハチゴウなど特徴的なものがよく揃っているが、今後、これそ

の漁携用具は、旧戸井町などや周辺漁場で収集された資料と比較・統合することで、函館

市沿岸の漁携用具として、さらに質の高いコレクションに整備することができるだろう。

10,370
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木村番屋のナカブネ（作図吉田好博）『函館市史銭亀沢編』（'998）よき
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第2章調査成果1

1漁具分類表

収集資料2,744点

漁具分類表

点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点

６
３
９
４
９
７
４
７
１
８
２
６
５
３
０
０
１
１
７
２
３
２
９
２
６
６
５

３
１
６
５
５
３
１
６
３
１
９
９
６
３
１
９
５
４
９
７
９
２

２
１
２
２
２
７
９
１
２
５

タ
ー

I漁労用具

1漁網

2漁網付属用具

3沖作業用具

4陸作業用具

5網干用具

6その他（製作用具を含む：

Ⅱ漁船および関連用具

1漁船

2漁船付属用具

3漁船移動用具

4その他

Ⅲ加工用具

1水揚用具

2加工用具

3乾燥用具

4出荷用具

5その他

Ⅳ番屋に関わる用具

1建物関連用具

2生活用具

3その他

Vその他の漁労用具

1イカ漁関連用具

2コンブ漁関連用具

3磯漁関連用具

4その他
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2収蔵資料一覧

1.漁網

－皇型"×幡iI100
i-i-in

2号、．E10652

一

L'vI
ユ▲

｡E1 6罰

611

－

長24800×幅138Ⅸ
－

長1640×稲560

－

658

142

2号I〕･I§10

'2漁網付属用具

－

‐

－

．◆一一一一
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恥盗料鍋点数摘要

I.漁労用具

材I 計測値(”） 納騒操縦講騨

2ヒキアミ

ｺヒキアミ

5フクロアミ

6アミ

ﾋキアミ

フクロアミ

ア

アミ 刺網か木製平アバ付

アミ

アミ

編地

剛付

長2968 1；』

1サニ

アミ タチモトの網(荒め 1；』 船:! 57（

アミ 1場 船勇 598

アミ 浅い場所用

アノ

アハ

イワシ網用浮子 木製(ｷリ

木製(ｷリ

長245×帆lO5x厚3

艮240×巾llOx厚4

股 E目冒 11‘’

アノ、

アノ

アノ、

アハ

イワシ網用浮子木村家の焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あ’

イワシ網用浮子

ｲﾜｼ網用浮子四穴木村家の焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あり

木製ｷリ

木製(ｷﾘ）

木製(ｷリ

木製(ｷリ

長250×躯110×厚4

長230×幅110×I単3

長240×幅120×豚4

長238×幅”×厚3ビ

1竃

1号

1眉

2恩

D4

E1

船『キ

1劃

l4f

437

571

690

アノ

アノ

アノー

アノ雷

イワシ綱用浮F昭和】6～17年以前に使用していたイワシ
漁般後の頃のアバで大きい木村家の焼印(ｷｭｳｳ”)あI

夏アミ用(ジャミイワシ用)浮子木村家の焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あI

アバタナ

アバタナ

アバタナ

アバタナ

アバタナ

アバタナ

アシ(オモリ

セドアシ

イカリ

イカリ

イカリ

地引き網のアバを付ける網ツナの浮綱(タナ)をはずしたく

地引き網のアバを付ける綱

古い時期は平石､後にナマリを使用した

陶製のオモリ戦前イワシ刺し網に一時期使用していた美
濃焼か

沖で外したﾌｸﾛを固定する際に使用したカシラ(浮子)；
つけて目印にする四爪アンカー

マニラ鯛

鉛型

陶園

鉄箆

鉄侭

鉄型

1.157(1

(オモリ)長20×幅20
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恥資料鍋 点数 材質計測値《"）納屋採集蕊蕊
鯉優""×感”畷lBl，型鉄§

■
『
■

叩
、
〉

51ダツ

55デヅナ

56デヅラ

3．沖作業用具

イカリ

ｲカリ

1地引き網のﾌｸﾛの口に付けて位憧を示す浮榔細い綱2
本の側を網のアバタナに縛葛

センガン

センガン

センガン

タツ

ツナ

ツナ

ツナ

ﾋキヅナ

ヤマヅナ

アユミイタ

アンバイボ1

アンバイボウ

カーバイトトウ

カシラ

カシラ

カシラ

カシラ

カ シラ二

カバカゴ

カバヵコ

カバヵヮ

シバリアンカー

参 バリアンカー

1地引き網のフクロの口に付けて位置を示す浮樽ツナ無し

地引き網の脇網の端にとりつける棒両端にくびれあり』
マヅナがつく

1袖網の端にたて』

アミ(アバタナかアシタナ)をほぐしたものコンブ漁に使用

lアパタナかアシタナのロープコンプ漁に使用ヌ

l径4分のロープイワシアミのアシタ･ナ

サンバ(網船)から引網の先端をカラクリパンが受け取り､ぞ
らに陸の人に手渡す際のロープマニラロープカ

1浮子を付けて陸に投げる幕

引き綱径8‘

地引き網の網と曳き綱をつなぐ部う

ドゲプネ用イワシを積んだ船の上に渡して歩いブ

沖あげの時にタモを海中に押しつけたり、フクロからイワシ君

汲み出す時にタモの輪の部分を水中に沈め鼎

沖あげの時に使用あかりを灯す

フクロにつけられたアンカーの位置を示す浮子

フクロにつけられたアンカーの位置を示す浮子ロープ付き

船のかがり火ノ

－

夜漁の照明用カゴに入れて燃やした余市や天塩より購
入 一

海中の網をひっかけてたぐり寄せZ
鉄製

鉄製

鉄製

鉄歯

鉄璽

鉄垂

鉄、

鉄里

鉄蝋

鉄典

鉄龍

木哩

木、

木蝋

木＆

木製

木製(ｶシ

木製(カシ）

マニラ露

木勇

木勇

木勇

鉄幽

木、

木製

木製

木製

木製

木･鉄§

木･鉄1

木製(ｶハ

民1670×幅642

長1360×幅550

8:1205×幅523

長1270×幅528

長1090×幅589

長935×幅540

畏l438x幅628×648

長1360×幅570

長1405×幅596

n径420×底径355×

商360

口径450×底径420×

商300

口椛405×底径351×
I閉370

n径425×底径340×

間390

口径420×底径340×

商400

径35×長1885

径32×長150

①径20,②径25

長800×径24

長3755×幅300×厚50

径30×長1595

径20×長1590

K'7-1O×幅425×高100

畏380×巾11

災470×幅90

長280×径125

全長610(ヒモ含)×差
123×長305

径130×長376

長1133×径386×岳，
725

1670×径365×清
560

縦545×横sir×厚395

長553×幅168

長528×幅184

1宮

画
一
〔
一１

“
｝
〔
ゴー

｜
正
一
ｒ
■１

2裾

2*

1－閏

｜
且
寺
〆
■１

■
一
〃
・

勺
Ⅱ
今

1喪

1誓

1畳

1を

1壷

1告

2を

2･を

ワ孝
一■

1号E2

｜
工
一
Ｆ
二１

1号

1舟

1号Dl

、
一
【
》１

｜
』
一
ヶ
Ｉ１

｜
Ｆ
一
【
》１

lう

11

1デ

1＄

1品

1号

1号

1号

B正

B寵

B4

B達

A1

D1

B正

B龍

B正

A8ﾉ､

A10ハI

AlOハI

KIO棚」

E‘

E‘

E

E』

船ヰ

E2

船叩

船にI

船ヰ

A1

D2

B:：

A8ハリ

A1

Af

A4．:

a:;棚』

a:;棚上

342

344

349

350

62§

636

330

331

49：

10:

446

664

66〔

66〔

541

43】

54（

358

208

568

126

179

343

321

302

31（

46
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恥資料欝名点数摘擬材質計“("）納騒採集蕊蕊
長3罰5×棚6'0×薦1号路7ハリ55573オキアゲダモlヒモ付沖あげ用のﾀモアミ木製 910

木製

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモ網の柄穴旦

タモ網の柄穴2

タモアミノユ タモ網の柄穴3 木製 腿5230×柵70×厚90 1･差 B6－ 361

4.陸作業用具

5.網干用具

10

10

101

10

101

101

107

108

109

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

タモアミノコ

ブロック

アタマキ！

アタマキ！

オモ』

オモI

オモ！

コシピヨ

コシピキ

引木

引木

マキヒ

マキヒ

ク宅．

ク封

クイ

クイ

クイ

クイ

ク晶一

クイ

ク"写

クー名

47

タモ網の柄

木製

木製

木製

木劇

木製

木製

木製

滑車沖で使用ﾌｸﾛを引っ張り上げる際に使用木製

網からｲﾜｼをはずす際に使用する木製の包丁

船を引き上げる際､船から陸に投げる網につけて使用

腰に付けて地引き網を引く

腰に付けて地引き網を引く綱なし

マキドウのロクロをまわす際､馬につける装具

マキリ沖作業時､網のハギチヨウ(つなぎ目)を切る時に用
いる小刀

ｹﾀを受ける支柱先端2尺ほどが土中に入るイカ干し用
にも使用された

木製

木製

石製

石製

石製

木製

木製

木･鉄製

木･鉄製

鉄製

鉄製

木製(･ﾗ）

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(汚

木製(ﾅラ

kliiso×柵4301号

長4476×幅65×厚77Ifi

長5672×幅I5O×厚881号

長5657×幅143×厚601-S

長5776×幅110×厚681号

災3347×幅85×厚61

kiwio×73×厚62

長3472×幅100×厚4｛

長390×幅175×厚1402長

長274×幅71

畏306×幅61

長77×棚55

石の長縦120×横91

長210×幅161×厚100

1本の腰板長490×鯉

65×厚20、

縄全長2130,駒180×8（
×壁

是832×幅360×厚5〔

長840×幅320×厚6：

全長264×幅39(刃部

長136×幅301

長249×幅32

徒78×長2385

径80×長2100×輔23〔

径70×長2110×幅17（

径70×長2110×幅17C

径65×長2130×幅165

径95×長2447×幅21C

径75×長2402×幅183

経60×腿250()×帆270

径80×Ji2:i55×柵240

径100×腿2650×報
240

四
一
一
画１

1号

1-誉

｜
“
一
諏
亘１

1醤

1号

1巻

1．号

五
二
一
〃１

1を

1号

1号

1号

2皇

ワ圭
一.

2長

ワも
一

2う

2号

2÷

2号C］

ウュ
~ロ

2÷

A」

B7．1

B7．I

B7．1

B7．1

B7･I

B8

B7．1

B（

B1641

Al

a:;カマ

E｛

E‘

船竃

D‘

A3棚当

-V.---:,

A3棚：

Di

Cョ

C］

C］

C2

C］

C］

C］

D］

D】

301

331

331

341

361

331

36‘

361

381

29

501

431

161

291

27W

271

52（

601

60〔

60吋

60：

60〔

60§

61〔

611

620

638

木製

木製

木卿

長3417×幅75×厚6（

長5423×幅80×厚60

長5040×柵56×厚6：

■
一
夕１

“
一
一
三１

一

一

一

”

》１

D9ハリ351

B7．833

B6－ 36,

木製 k:!S15×幅55×厚8（
”
一
一
五１ B6戸 371
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恥資料名点数繍蕊材質 齢灘値("）納騒爆薬蕊蕊
､'ｸイ1ケタを受ける支住先端2尺ほどが土中に入るｲｶ干し用水製(汚)径"×長221‘×楓1822号B］‘“クー

ｹﾀを受ける支柱先端2尺ほどが土中に入るイカ干し月
木製(ﾅラ 径65×長2210×幅182 2号 B］

｜

宜

■

』

■
■
■

■△＝

■■▲■

▲Pqq

1M

111

l2i

l2：

12§

12(

121

l2f

129ケ,I

13（

1つ弓

6.その他(製作用具を含む）

■…己

M1

Ⅱ、漁船および関連用具

隅一

1呂一‘

143

144

ク〃

ケ：

ケゴ

ケ』

ケ』

ケ.

ケメ

ケゴ

ケ：

ケゴ

ケ：

ケニ

ケョ

ケニ

ケゴ

ケ：

ケ今

ケタ

ケ≦

ケタ

ケ号

ケラ

ケ且

ケ‘

ケ．

キヅヲ

サシ

ロープツナニ

ロープツナギ

ナカブフ

アカカョ

アミオサニ

ｲッショウビン

クイの上に渡して網を干すスギの間伐材やナラなどの雑木
を主に使月

綱のほぐし用ヘビ(クサピ)たたき爵

アミを仕立てる際に使用5尺でIfB

｢ホッツ｣と呼ばれたフクロアミを沖に出したり､替えのフクロ
を運んだり､雑用を行4

船にたまった水を汲み出す

サンバ(網船)に乗せた網の上に重しとして乗せるローブを
網状にまとめたもめ

水の容器(水筒のかわり

木製(ﾅラ

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木擢

マニラ麻

ガラス製

径80×長2490×幅200

長8840×径54×径7

長6650×径110×径

12：

長9850×径78×径5（

k-1570×径120×径88

長7420×径72×径9

長8900×径51×径10

長8520×径48×径61

長7310×径92×径62

長7382×径78×径5

69139×径81×径6

ksi20×径62×径7

長7832×径76×径5

長9780×径100×径5

kS830×径Ml×径5

長8710×径74×径4

長8694×径60×径5’

fi9500×径:s×径5

長9766×径90×径41

長8590×径72×径5

長9200×径6‘1×径6

長9560×径74×径6

長9970×径80×径5’

長8434×径82×径3

長4460×幅120×厚50

長3795×幅140×厚60

k:420×幅9｛

長1515×幅10×厚3

長445×幅57×厚3

長306×幅45×厚3

k10370×幅2010×高
170

長280×幅335×厚9

径100×高401

2号

｜
埋
一
却
画１

1篭

1号

1号

1号

｜
四
手
却
堂１

1号

｜
凹
一
一
三１

｜
回
一
（
》１

1号

1零

1号

”
一
（
一１

｜
哩
一
【
》１

1号

1塔。

1号

1号

・
二
一
》

１

1号

｜
】
一
雨
毎１

1善

1号

1号

”
一
一
二１

■

画
一
一
望１

”
一
一
二－

【
吾
ゴー

1号

1汚

1号

1月

1号

:D1

B6～江

B6～睡

B6～l〔】

B6～群

B6～齢

B6～醒

B6～壷

B6～亜

B 6 ～ 睦

B6～1塁

B6～1唾

B6～曲晶

B6～1む

B6～睦

B6～19：

B6～12：

B6～1･翌

B6～恥

B6～鯉

B6～1＄

B6～1唾

B6～1.＄

B6～誰

Bl曽冒

E6

船中(篭．
底）

E2

a:',カマ

A3カマ

C･D10－6

船中

E4ケタ

D5

66

34

36

37

37

37

37

37

37

37

37

37

38

382

38

38

39

39

39

39

41

42

46

43

172

17

l4f

455

“0

518
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恥 資料名点数摘婆材質計撫髄"）納農職蕊溌
1‘1f

I4f

141

14（

M（

150

151

152

153

l5jl

155

151

15‘

151

13

161

161

16

16

16

16’

16

16，

16’

17’

17

171

171

17‘

171

171

177

178

179

】80

18：

ｳデ

カジ

ｸルマガイ

ｸルマガイ

ｸルマガイ

ｸルマガイ

ｸルマガィ

サッカ例

サッカ列

サッカイ

サッカィ

サッカィ

サッカ列

サッカ列

サッカ罰

サッカ列

サッカ列

ウダ

ウ罫

ウダ

ｳタ

ウタ

ｳタ

ウ夢

シキ』

ジョノメノセン

ジョノメノセン

ジョノメノセン

ジョノメノセン

ジョノメノセン

ジョノメノセン

タカマ

タカマ

タカマ

タカマ

デレック

ﾄモガィ

ハヤスケ

ﾛの腕木部ﾀ

磯船用カジポウなI

タカマ穴より手元欠損

磯船用のか

ウダがぬけてい2

ウダ付き

サンパは12尺､運搬船のカイ､イソプネlll!l(6尺)、自分‘
好きな長さにす’

表に｢地田郡銭施穏村古川町家印(ｷﾕｳｳﾛｺ)木村漁場』･裏
に『昭和威拾弐年恰威月一日新調海上安全』とある

サッカイの先ウダの部分が採れているサンパ(網船)に使
用か

先部分ウダ欠損サンパ(網船)に使用か

ドゲブネに使用か

ドゲブネに使用かウダ付き

トモガイ用の取手

サッカイ用

木製(ﾎｵ）

木製(ﾎオ

木製(ﾎオ

木製(ﾎオ

木製(ﾎｵ）

船の中のシキリイタゴかフナゾコのイタ

船の水抜き(ヅｮﾉﾒ)栓サンパ(網船)に使用か

船の水抜き(ヅｮﾉﾒ)栓

船の水抜き(ヅｮﾉﾒ)栓

磯船のクルマガイをさして支点にする(ドゲプネにも使用

下部欠を

船につけるクレーンホッケ漁の棒受網に使ノ

サンパ(網船)の舵取りjf

錨綱をとったり､接近する船を押したりす』

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(･)･ラ

木製(ﾅラ

木製〈ナラ

木製(ﾅラ

木製(ﾅラ

木製(ﾎオ

木製(ﾎオ

水蝋

木蝋

木型

木倒

木蝋

木伽

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木馴

木･鉄＃

長1613×幅125×厚43

長2110×幅290

長2630×幅110×厚55

長3605×幅130×厚55

長3545×柵120×厚55

長3475×幅130×厚60

長3655×幡140

長2233×幅119×厚56

長2603×幅105

長2843×幅452(持ち

手】

長2624×幅485

長2833×幅468×I照5モ

長3135×幅I40xIVi.i

長3237×幅120×厚5を

長2110×幅485

長2375×幅46（

S2300×幅‘17〔

長825×輔93×厚88

長799×幅88×厚83

長450×幅46×厚42

長483×幅53×径3〔

長490×幅50×厚2〔

長450×幅50×V2(

長“5×幅45×v12

長800×幅120×叩2〔

長494×幅92×厚85

径43×長250

長575×幅l0C

長110×幅42×厚39

径73×高9｛

径73×渦84

長295×幅室

①径30×長389②径
19×長341③径25×
長34（

径24×長406

長395×幅2（

径95x長3250

長5790×先巾230×持
手80

径40×長290（

1

1チ

1

1

1!

lf

1号

1＃

1う

2う

ワ圭
一■

2号

2裾

2号

1号

目
一
言
》１

2号

1号

1号

｜
目
一
諏
一１

1号

2-善

2号E6棚中蚤

1号

1号

1号

”
一
一
一１

1号

1若

｜
型
言
草

１

1号

1号

三
局
》１

1･貴

ワ5
－

2う

1●；

E1

BIOﾊﾘI

A3S

船可

船！

船『

船中23（

船中53：

B1ハリ上55（

¥yjボート
61（

D9ボー
65（

D4ハ！

IMﾉ､！

A10ハリ72（

船中8（

船中22（

D9ボー
61｛

A3カマ
17‘

船中211

E6棚中段671

船鱒

A3カマ

船中(諾
底

47‘

E2401

A3カマ
L
Lや

28

船:ヨ

船中

A3カマI

A：

E2

D：

CHﾉ､）

C8．9．1

船q

175

223

225

227

711

7ル

54：

評1J

204

26（

313

461

729

－

733

526

248

671

20

541

17



衿 一

一

D5．6ﾉ、

－

一

船:：

－

口

2 4

●

’
－

6 －

－－－

－ － － 今 一 一 一
－－－

－17－

恥資料名点数摘要材質計測値“納醗採集蕊蕊
185

185

186

187

l閉

189

190

191

l巽

1用：

1．s､

195

19

197

19

199

20

－

3.漁船移動用具

201

202

如
一

20.

2馴

201

20,

201

201

211

21

2:門

21‘

フナゾコイグ

ブロック

ブロック

ブロッ診今

ロ

ロ

ロ

ロ

ﾛザラ

ﾛザラ且

ﾛザラ

ﾛパﾀ(ワキロノダイ）

ロバタ(ワキロノダイ）

ワニ

ワラナワ

カサ式

カサ式

カサ式

カサ式

ゴ:

ゴ．：

ゴI

スジイタ

スジイタ

スジイタ

スジイ参

スゾく

スゾヘミ

スベ；

ス/く

マキドウ

マキド言菖

マキドウノジノ

lナカブネに使用か

｡

8カイを止める

2マキドウの底に取り付ける芯金具雄雌2組

船底を平均にするための’

滑車帆の上げ下ろしあるいは撚れたロープを戻す際に使
用力

’一一

ホッツに使用

ロの下に取り付けてロバタのログイにあてる

L ‐－
ロの受け台ログイを立ててフナベリにつけZ

船の前後につけて､船を安定させるために使用陸から刑
にローブを張り、それに引っかけて使用ロープのことを「フ
ベjとよふ

マキドウの部品

マキドウの部品「5号｣と刻字

マキドウの部品帯金付き

サンバ(網船)用コロ移動の際船の下に敷：

サンバ(網船用)コロロープ付き(両端)帯金痕あ！

船(網船用)の下に敷いて滑らす

サンバ(網船用)用スジイタの上にゴロをころがす

磯船f1

綱付き油を塗って上をすべらす､材を二つ割りにしたものを
使用し､両端に引きまわし用の孔有り塗り油は､イワシの剛
カス(ベト)を使脚

ロクロの軸部分

木製

木製

木製

木’

木9

木’

木＃

木幽

木製

木製

木蹴
‐

木製

水§

木馴

木創

木型

木製

木製

木蝋

木製

木甑

木製

木製

木鯉

木製

木捌

水醗

木蝋

木製(ｶシ

木製(ｶシ

木製(ｶシ

木製(ｶシ

木製

木製

鉄則

長920×幅163×厚1三

長205×幅142×厚80

長[30×幅105×厚60

kiio×幅110×厚60

長4945×幅103

長5460×幅130

長4550×幅llE

長5254×幅126

長5640×幅120

長5395×幅11こ

長5056×幅120

長190×幅60×厚4（

ft192×幅65×厚70

kl80×幅67×厚3（

艮520×幅380×厚8

長398×弱407×厚f

長470×幅160×厚f

長1770

長1280×幅135×厚7｛

長1863×幅394×厚84

長1750×幅330×厚7：

長1755×幅350×厚7！
(穴)133×65へこみ

部分径51

SlSO×長277

径150×長311

径180×長404

長5005×幅27

長5642×幅130×厚8/

長4683×幅117×厚3（

長5650×幅123×厚7（

62150×幅170×厚
161

S2080×幅180×厚
101

長1400×幅i-;o×厚8f

長2854×幅75×厚6

径420×高901

経615×高901

180×320×180ほか

11

1う

1つ；

11

11

1号

1号

1号

1号

1号

2迄

1提

1砦

1畠

1畠

1号

1鼎

1月

1号

1号

1月

1号

1号

1号

画
西
口１

1号

1号

1月

1号

1月

2号

2号

1号

1舟

1畳

a:!カマト

A］

船粥

船にI

1)5．6ﾉ､！

D5．6ハリ
上

D5．6ハ！
一

D5．6ハリ
上

D5．6ハ

D3．4．（

ノ、ﾘ
ヂ

A2

船ヰ

船等

船零

船中

D】

E1

E］

E露

Cl0．，10

C･Dl〔

C･Dl〔

B7

E7

E7

D7．8

B:唖

D7

D7．8

I)!!ﾉ、リ

E1

E1

A】

－

263

579

584

585

581

58［

71§

259

578

229

47言

529

545

8

9

250

112

596

567

115

217

472

407

510

626

157



恥 資 料 名点数嫡婆材質針測繊(画）納麟採築蕊瀧
”ﾏｷドｳﾉボｳ’木製爵"0×麓''0×擢’号U6~'0347

1

卜

●

凸

－

「

ー

－

￥

宇一

－

－ － 一 一一一一一一一

－18－

22（

りり1
画一｡

マキドウノボウ

マキドウノボウ

マキドウノボウ

223

22.

225

226

4.その他

227

228

Ⅲ､加工用具

1.水揚用具

ワ
ー

？
》

23’

23

23

23

23

23

23

23

23

23

24

24

24

24

Z4

24

2.加工用具

24

24

24

24

25

25

マキドウノボウ

マキドウノボウ

フナｸギ

ダミコ

イワシカゴ

イワシカコ

イワシカゴ

イワシカコ

イワシカコ

イワシカコ

カクスコッフ

カツギボウ

カナアミカー

カナアミカゴ

カナアミカー

ｸ〆

ｸン

ｸノ

ショイモッー

ｽダレ

ｽダレ

ポンタモ

ポンタモ

アブラクミ

エンザ

エント雪

カイ

18

36

片側に鉄の輪付き

ホゾ穴2箇所

マキドウのステをとる際に打ち込む模空回りを防ぐ

カイオレクギ他

馬に引かせて浜をならす船場場冷

イワシ運搬用カゴ8つで1釜となり計逓も兼ねるイカにも
使用したイワシカゴはイカカゴよりも小さい

船からｲﾜｼを水揚げするときに使用カナアミカゴにｲワシ
を寄せ三

イワシカゴをかつぐ際に使用ナツボからカマまで､カマタキ
がイワシカゴを2カゴ下げて運んでいた

船からイワシをショイモッコに移す道具把手が4つあり､両
側から2人で扱う

ナツボ用の杭木村家の焼印(ｷｭｳｳp.)あり

ナツボ用の杭力へともいう

男女兼用家印(ｷｭｳｳﾛｺ)墨番有5～6貫積み大工に作
らせ1軒で200位の個数が必要番屋にもモッコはあるが､自
分の分を持ってきた

30束1束は6枚ナツポの下に敷く購入品

6束釜の近くに敷いた

イワシを煮て釜からあげる時に使用

柄なI

絞った魚油を汲む

キリンの部品ブタと魚の間にはさむ網物縄を編んだもの

イワシ釜用

船のサッカイを切ったもので､釜の中を撹枠するのに使用

木製

木製

木製

木製

木製

木型

竹蝋

竹製

竹襲

竹鯉

竹製

竹蝋

木･鉄製

木製

鉄製

鉄製

鉄製

木慰

木製

木蝋

木製

ヨシ製

ヨシ製

鉄製･木製

鉄製･金網

ブリキ§

ワラ製

木劇

長7600×径113×径

281

長8190×径150×径
12（

長335×幅62×厚42

長260×幅60×厚48

kl95×幅20

長1125×幅1350

長530×幅370×高27［

長532×幅388×高25f

長531×幅420×商23（

6500×幅1365×商30（

長570×頓465×高30ミ

長520×幅430×高31

kl0!6×幅245

長1470×幅62×厚3〔

縦480×横160×高221

470×460×22（

径45×長870

長1165×幅8C

径75×長1342

長602×樋270×縄80（

縦1460×横94（

61020×幅40（

長2038×幅49｛

長551×幅470

長Ill×幅i55×商27（

径657×径562

径220×長840

を1800×幅101

1

1i

1；

1；

1

1$

1号

1号

1号

1号

2裾

2．畠：

1岩

1若・

1号

士苛

1畦

1零．

｜
ロ
ー
〔
三１

1蓉一

2号

1牙

2港

1号

｜
哩
言
》１

1号

1号

1号

1号

B6～正

B6～:ゼ

Elカグラ
サンにI

i:iカグラ

サン4

A］

E9．10

船§

AI

A8～A1

B3ハリ

E§

E：

E2

D息

A：

AlJ'i

A2'

E（

A1

E母

D

B、

D：

A’

A：

A-''

A（

A且

inハリー

353

35

405

406

156

111

321

32：

552

70：

70（

16（

11〔

25：

25‘

221

30（

45：

65‘

64（

124

18（

311

55（

マキドウを馬で回転させる際に使用する棒マキドウに差I
込む切り込みあ！

木1

木製

木製

木製

長8078×径410×径
134

長5900×径210×径
133

長6942×径180×径
260

1畠

1蚤

11

B6～江

B6～且：

B6～龍

352

355

356

暇



恥炎料 嫡点数摘要劉領計測蝋("）納麗採錐蕊騨
■‘ジｬｯｷﾈジ付きの鱗棒にﾊﾝドﾙと燦金がは霞るﾊﾝド|鮫製鋭OS5×柵130×澗喝Al132252キリン

言ルを回転させてマルドウのｲﾜｼを搾る「埜一，

｡ ●

｜
’

ｐ
Ｌ

-19-

251 キリ：

25

25I

251

キリ3

キリンノダィ

キリンノダー『

ハンドルなし

キリンの底部分キリンの受け金具付き

鉄製

木･鉄製

木塁

長1084×幅4（

長830×幅765×高91

(裏の鉄部分)長500
幅352×商60×径4

長669×幅395×高7

(穴211×1鑑、

1唇

1号

1君

A1

A 6

A7

154

193

19

25

2馴

キリンﾉダイザカナク
－一一一－

キリンノパイフ

251 キリンノパイフ

261

26

261

26：

26

261

261

261

26I

261

27（

27：

271

27：

”‘

271

271

271

271

271

281

28‘

28：

28：

28‘

281

281

28,

2剛

キリンﾉﾊﾝドﾉ1

ｷﾘﾝﾉﾉ､ンドﾉ1

キリンﾉマクラオサヨ

キリンﾉマクラオサヨ

キリンﾉマクラオサコ

キリンﾉマクラオサコ

キリンノメザ#

サブタ

サブタ

シヤョ

シヤョ

シヤ：

シヤ：

シヤリ

シヤ！

ハンドノI

ﾉ､ンドﾉ1

ハンドノI

マルボピ

マクャ

マク4

マク』

マク：

マクラ

マク：

マグ

マクミ

マクィ

マクラ

キリンを絞めるときのハンドル取手3本

キリンを絞めるときのハンドル取手4本

キリンのマクラを押さえる鋳物の金具

キリンの下に敷くスノコ状の台中央に穴あり金具はその下
のナガシにつく大型のものはヒキヌキドウ用小型のものは
ヒラキドウ用

ドウに煮たイワシを入れ､これでブタをしてキリンで締め恩
円形で3本の角材の桟があり､中央に丸い穴があ忍

ヒヤク加工の時に水を汲んで入れる船のアカクミとして使
用することもある

釜に水を入れるイワシ加工用

加工の時に水を汲んで入れる船のアカクミとして使用すそ

こともあ署

先端部分加工の時に水を汲んで入れる船のアカクミとし
て使用することもあを

キリンをしめる際に使月

キリンのハンドgL

キリンのブタの上に置いて､沈んだブタの空いた部分の高さ

をかせぐ

鉄製

鉄製

欝物製

的物製

蹄物製

鋳物製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

350×390×10（

430×430×8（

幅90×長さ220×砺さ

幅90×良さ220×あさ

幅130×長さ:'.:×商51

蝿153×畏さ253×高さ

長810×幅793×高5（

径614×厚13［

径610×厚134ほか

61395×幅180×耐
31（

61632×ｳi,i3i

全長1540×縦255×横

253×高190

全長1328×縦200×機

202×商195

kl550×柵1345×開
20（

6600×柵310×間21【’

mi×長75‘

長398×鯛:：

径20×長401

径16×長29

長389×幅98×厚98ほ

長313×桶92×厚9

長45‘l×幅150×厚驚

長318×幅94×厚唱

長367×幅214×厚9

長327×幅210×厚9

災425×幅104×厚104

災460×幅17s×厚
lr

良330×柵210×厚8

1号

1号

1号

1号

1号

1号

｜
》
一
一
》１

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

A 6

A6

A 7

A2

A1

A産：

A龍：

船中

A 2

A醇

I-,1カグラ

サン中

A 3

A 7

A 6

A 6

A 6

A 6

A 7

A7

A 9

E2

48

48

47

47

47

47

20

18

30

123

31

32

52

27

33

41

41

19

183

184

18

18

187

30

30

31

31

39

宅

キリン殿下部の台座に取り付ける鋳物の台座金具中心に
キリンの心棒を立てるネジ穴がある

鋳物製 1号 A 7 182

31

キリンのハンドルを回す

鉄製

鉄製

内径30外径40×長さ

290～370

内径30外径40×長さ
61§

1ぢ

1号

A1

A1

152

153

鉄製 1号 48

1篭 A1



ー画

一一

や

」

一！ 一

一 －

長1780×幅885

【！

◆●

－20－

恥資料鍋点数摘要

"，ﾏｸﾗ’裂鯉ﾀの上に瞳いて､沈んだﾌ゙ﾀの空いた部分の高さ
材質計測億”納屋採集蕊

木製 長277×縞103×厚101 1号 船中 58

29

21

マルド；

マルドロ

すのこ部分が木製鉄製のタガが平板状で開閉しな↓

すのこが木製鉄製のタガが翼状で開閉式「(ヤマイチ)中
島式漁粕絞胴函館市新川町一 七○電話三一七○新

案特許登録第一五八二四五号｣のプレートあ曾

径728×高606

径728×高606

1誉

“
一
〔
》１

A8･A1

A8･Al

32

32

292ﾋラキドピ マルドウの一種縁無し21点縁有り10点 鉄製 径635×長606
一
一
一
〔
一１ A6～AlE 311

293

29

ヒラキドウノタ貢

ヒラキドウノタ式

蝶番の付いた円形の帯金ボルトとナットで締めあげる
取っ手2簡所

29 ﾋカキボリ
イワシを獄るカマド用カマーつに1本把手部分は曲げる
鍛冶屋に特注薪は親方が購入した

鉄製 長890×輔51

296

297

298

299

30

30

30

3（

304

30

3.乾燥用具

3（

30

3（

nnn
UUロ

艇:：

31着

31

31

31

315

3:害

31丁

318

319

4.出荷用具

32

5.その他

3：

322

32

ポンタモ

ポンタエ

ロストノI

ﾛｽﾄﾉ：

ロスト:§

ロストノ§

ﾛｽﾄﾉI

ﾛｽﾄﾉI

ﾛストル

ハチゴウ

ｺマザラシ

ｺマザラシ

ﾀマカケ

ﾀマカツギ

ドブタ

ドブう

ドﾌ゙ﾀ

ドﾌ゙ﾀ

ムシ［

ムシ［

ムシヒ

ムシL

ムシ仁

ムシ屋

ノコギリガマ

エントツソウジ

カナゾ、一

コビオトシ

70

粕つくり用煮たイワシをすくう

イワシを煮る改良釜のロストルー釜あたり9～10本

イワシ油を漉過する際に使用船大工がつく蚤

ナツボや粕をならす際に使用木村家の焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あり
柄欠損

破損(刃も柄もなし）

運搬具(2個1組）針金八番線イワシタマ(ﾀﾏｺ)を運ぶ
1玉3ort

担ぎ棒

イワシの〆粕を乗せて運搬する台

ｲﾜｼの〆粕を乗せて運搬する台破損あり

ホシムシロとクジミ(ムシロ〉

納堕に敷いたりイワシを干す際に使用

転用品か

改良釜の煙突掃除用後にブリキの煙筒に変わった掃除
はめったにやらない釜は当番が決まった前日に掃除

こげおとし

イワシ釜のこびをそぎ落とすカマベラともいう先端に鉄製
へラ木製の柄

木･鉄製

木･鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

木製

木製

鉄製

木製

木製

木製

木製

木製

ワラ製

ワラ製

ワラ製

ワラ製

ワラ製

ワラ製

鉄製

木･鉄製

木･鉄製

長1685×幅341

長20Hi×幅408

長675×輔65ほ力

長675×幅65ほ力

長675×幅65ほ力

幅1980×奥行1294×

I断890

幅302×厚49×問155

長376×稲73×厚4［

長982×幅59

径40×長167（

長635×幅120×厚3（

縦513×柵516×j擁｡

長530×幅510×厚60

縦523×横529×高60

①長1700×幅;ii90s

長1850×幅1210

61760×幅860

長176()×輔1160

長l800x幅1000

61130×鯛78（

6300×鯛122

長206×幅69

61990×幅l3E

径37×長“1

〕
一
”
宮１

1汚・

1巻

目
一
一
二１

1号

1獄

1号

1着

師
一
一
ヨー

1岩

1着．

1号

1号

1号

1号

1号

2号

ｐ
一
つ１

1号

1号

1号

2号

2号

2号

1号．

1号

1号

五
一
『
ご

匹
寺
クー

A

Blハリー

A

A

Al

A

A1

E4

E4

E：

A3カマ’

A3カマI

A

船牛

EI

AI

Al

A‘

C3ﾉ､！

AI

D

B：

B1

B』

A3棚I

E1

AI

A3カマト
上

131

591

15

16

16

1.〉’
茜～‘

481

49

161

231

lOl

56

621

31‘

ーー.

31

161

601

64’

27！

401

27』

鉄製 径576×厚‘1
率
一
一
二－ D7 501

鉄製 径540×厚‘j’ 号
号

１
１

D6

E1

52

401
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Ⅲ 資料名点数摘要材質計測値(”）納麗採猟
遜録図版
舞畢垂昼

32

32｛

321

Ⅳ､番屋に関わる用具

1．建物関連用兵

32

321

コビオトシ

コピオトシ

コビオトシ

エントツ

カキ

2

1

5

イワシ釜のこびをそぎ落とすカマベラともいう先端に鉄製

ヘラ木製の柄

カマドに使用した土笹

番屋海側引き戸の鍵紐付き

鉄製

木･鉄製

木･鉄製

木製(ｷリ

木製

災137×幅5

径35×災1601

径31×長1638．(鉄)長

18S×幅8

径320×長65

畏235×径31

1号

1号

面
君
ゴー

1号

1号

a:;';a

E5

131ﾉ､リ→

E6

199

220

558

197

４
’

１

２
３
３
３

４
０

猟
３３

副
３
３
３

カワラ

カワ弓

一
一
夕
一
一
タ
ダ

ワ
ワ

カ
力

331

331

331

331

2.生活用具

331

341

34

341

34：

34‘

341

341

34‘

洲I

341

351

35

351

353

「

ジョウマエ

スイッチ

ハシゴ

ロカギ

エントツソウジ

オケ

オケ

オタマ

ス

マ
マ
マ

カ
カ
カ

カマノフタ

カマノフタ

カマノフク

カミダナ

カミダナ

ゴヘイタラ

ゴァ､イダ〃

ジヱリカン 1水か石油のタンク

番屋の鍵

番屋用刀

使斥

梁に取り付けてあった

煙筒掃除用の番線の索

手洗い用か木村家焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あ’

炊事月

番屋のカマド備え付に

米カマス用戦前は一袋に朝鮮米3斗8升～9升をいれた

つば釜の蓋

番屋炊事用鍋の蓋手蕊

番屋炊事用鍋の蓋手恩

神札3枚｢産土神社於大前海上安全大漁満足御祈祷之修
｢奉鎮祭産土大神広前大漁祈願祭厳修大漁円満船体堅
固』の墨苫あI

内に神札･木札(｢金毘羅尊尺守護家印(ｷｭｳｳﾛｺ)木村酌
漁場殿』

ゴヘイをたてる

磁器製

木製

木製

鉄蝋

木脳

木型

木製

鮒物製

鍔物殿

ワラ製

木製

木製

木製

木製

木慰

木製

木製

鉄醗

6142×幅'A×厚1

長80×幅52×厚61

長3795×幅57

長723×幅12

6180×幅31

径340×商17

径280×高13

径100×長29

径76

鶴76

畏810×幅81

径473×厚lC

径683×厚8｛

径665×陣71

高410×幅430

A1511×柵440

長285×幅17×厚23

高540×幅502×奥#
140

長340×幅147×髄
47

豆
勺１

1号

1弓

l§

1芳

1蒲

1号

1号

1号

1月

2畦

1だ

1号

1号

1昂

1月

1号

1号

1号

B1

A3カマド

C6

11,5ハリ

A1

a::A:

A2

A2

A3カマ

A3カマド

E5

Af

A3カマド

A3カマド

D正

Dま

船零

D龍

A3カマ

325

212

295

160

287

288

683

196

283

284

104

109

456

110

292

354シヤク

炉
出
血

証

５

３
３

カギノハヲ 木製の釣に饗をつけた自門 木製 全長1612×幅30 1号 A2

カワラ

ショウカボンフ

スノー 土間で使うモッコ背負いの足場用 木製
畏1810×幅1643×‘幕

1月 E4．5

｜

7熟卜瓦旧蕎屋が焼失のため昭和15年の“時に使潮

21

セメント製

セメント寵

セメント蔓

セメント零

セメント雷

長332×幅308×厚9

長310×幅310×厚2

民310×柵310×厚2

6310×柵310×厚2

長310×幅310×厚2

1号

1号

1号

1号

1号

D4

E5

E4

E3

E6

117

139

482

水くみ用

網小屋備え付け

ブリキ裳
長545×径190×侭
118

殿大廊690×股大幅
,i'MI･(カン)縦290）
俄257×高380

l男

1月

A2

A］

255

163
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35モ

359

36

36

362

363

364

365

36’

367

368

36§

370

｜
罪

372

373

37，

375

376

37

371

371

381

381

3.その価

38

381

V.その他の漁労用具

1.イカ漁関連用兵

384

、｡?

381

391

センメン式

ゾウ！

タケボウヨ

ダル

フ』

フ』

フさ

フ』

ホウチョウ

ホウチョウ

マナイク

ヤカン

ヤキハ3

ユキハオ

ヨコヅチ

ヨコヅヲ

ヨコヅチ

ヨコヅヲ

ﾖコヅヲ

ヨコヅチ

ヨコヅヲ

ワタシアミ

ヤキノ､3

ヤクビトフタ

イカノレン

イカノレン

イカノレン

ｲカボウ

ｲカボウ

ｲカボウ

ｲカボウ

掃除胴

食料品斥

番屋で使用した水瓶用二つに分かれてい届

爵屋の水瓶の蓋か部分

漬け物用

菜切月

柳ヌ

番屋炊事用二つ足つき

先端をとがらせてある

棒の先端を両面から削る頭に叩き跡あ

青色底が抜けてい2

家印(ｷｭｳｳﾛｺ)の日

除雪月

木村家焼印(やｳｳﾛｺ)ありワラやカイピキ(サッカイ･ﾄモガィ
の固定用のひも)の縄などを作るのに使月

ワラやカイピキ(サッカイ･トモガイの固定用のひも)の縄なと

を作るのに使月

番屋の炉で魚などを焼く際に使用

用具に家印(ｷｭｳｳﾛｺ)印を押す

船ごとの役割を記した杉

部分イカを干すのに使月

イカを干すのに使用竹A本･木(丸)4本･木(平板)1*

イカを干すのに使房

イカを干す竿

アルマイト製

ワラ製

竹製

木製

木製

木製

木製

木襲

木･鉄製

木製

木製

木製

木製

ホーロー製

鉄製

木･鉄醗

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

鉄製

鉄製

木製

木･竹製

木･竹製

木･竹製

木製

木製

木製

木製

径334×商8（

長240×幅95×厚5

61328×AAo

口径426×底径350×

高37

590×250×高5（

hill×100×高5〔

長472×幅13

径440×厚8（

長245×幅4（

長355×幅4（

縦238×横520×高6

長430×幅53×厚5

長370×幅70×厚5

長337×幅32×厚2

底径×213×高279＞
幅27

径40×長59（

長1584×幅38

径133×長28

径89×長294

径113×長32

径130×長30

径91×長34：

径130×長32

径120×長33

長362×幅197×閥
141

長925×径4

長1940×幅1217×厚

51818×幅4

(竹に網)長1820×卿

25．(木)径30×伝
1920．(平板)長179
×幅35×厚1

長2360×幅211

径35×長170（

径30×長52（

長1100×幅2（

径38×長184〔

”
一
〔
哲１

1号

■
一
寺
三

田
一
″

。
Ｉ
上

1－巻

叩
一
一
三１

両
一
里
】１

｜
】
春
画１

目
一
〔
》１

叫
一
〔
》１

1号

1号

｜
“
毒
》１

｜
］
志
ず

１

｜
二
つ１

］
｜
〔
》１

1ぢ

．
］
一
ワ

ー

｜
■
↓
ｂ
ご

一
匹
ウー

1封

1号

1号

ロ
ー
［
》

１

1号

1号

1号

｜
》
一
〔
一１

］
｜
〔
》１

｜
］
一
つ

１

1言

2-巻

1号

1号

2号

2号

A-r:i:

船零

A 1

A3r;i

A2

A 2

A1

D4

A3棚2

Elカグダ

サン中

A 2

A2棚

A!!A

A2

A 2

A3棚上

A2

A3棚2

A3

D1

D3

A3カマド

E2

船可

A 2

A3

船ヰ

B6

E5

D7

E8

船中

Bi畠

B4

22（

166

194

264

135

138

233

401

531

29

411

63

Dy

59

64

64
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恥賛料名点数摘要…材質群測値”納屋採集驚驚
391クイl “径70×長22801号署.3ハリ551

〃ユー÷‐寺今一歩0－～8－ノ▲要因一己､‐一生Q今冬8、具

391 クー君 木製 径70×長2281 1号
D2．3ハリ

392

393

394

395

396

397

398

399

102

404

40層

4of

40〔

40【

41（

411

41：

41：

414

41ミ

11（

411

2.コンブ漁関連用具

41f

41〔

42（

421

421

42:

424

4聾

42｛

極1

42モ

クイ

ケ鼻

ケタ

ケ』

ケタ

ゴロバニ

ゴロバニ

ゴロバニ

ゴロバコ

スダL

スダし

タ段

ダダ

ﾀ゙ル

タノ

ﾀルノタカ

ﾀルノタカ

タルノタカ

ﾀルノタカ

タルノタカ

ﾄンガ

ﾉレンボウ

ﾉレンポウ

ノレンボま

ﾉレンボウ

ブゞ

アミモッニ

アミモッニ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ウキダマ

･イカを子

守

すときに使月

イカの内蔵(ゴロ)を入れる

イカ干し月

イカの加工(沖漬け)剛

イカの加工用鉄製の取手とタガが付いている

イカ加工(沖潰け)用樽の取手

イカ釣り仕掛けイカ釣針･8本付

イカ干し用

イカ釣り発動機船のブイ魚雷型

コンブを千場に運ぶ際に使用ワラナワで作ったもの有！

漁網付

編縄付

編誕･縄{イ

編縄付コンブ捷殖用

木製(ﾅラ

木製

木製 径35×長1635

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木･鉄製

木･鉄製

木慰

木製

木製

木製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

木製

木製

木製

木製

鉄製

木製

木製

ガラス製

ガラス袋

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス製

径80×長l98C

径56×長2115

径81×長1018×径4（

径40×長2271

長446×幅344×,閉
16（

長435×幅338×高
19：

長490×幅335×高
174

長440×幅340×高
18［

径30×長2265(柱）
長1715×30(スダレ

柱径30×長2265.フ

ダレ長1715×幅31

径575×高541

径575×高55

口径'10×底径415>、

高519

径575×高54’

径570(取手付きの幅
650)×厚40×鉄厚5

径640×厚45

径570(取手付きの幅
650)×厚40×鉄厚5

径570(取手付きの幅
650)×厚40×鉄厚5

径570(取手付きの幅
650)×厚40×鉄厚5

長298×幅397(持言

手径45×長140

長855×幅25×厚悪

径43×長2071

径18×長665

長1835×幅30×厚1

径440×長77（

径50×長2500×幅
89（

長2490×幅73‘

径25（

径32（

径36（

径310縄全長50（

径350縄全長1321

径198縄全長99

径35（

径25（

径40（

1号

1号

1号

1号

2号

1号

ワ暴号
ｰ＝

2号

2着

1号

1号。

1秒

｜
】
赤
画１

1．号

1号

1号

1巻

1号

｜
画
一
【
毎１

1芳

1号

1号

l藩．

1零

1号

2華

2号

1号

1吟

｜
画
一
釦
》１

1号

1号

1差.

1号

1芳

2号

E：

A

EI

B6～10

D7

D 2

竜
Ｉ
冬

『

・

り

ご

E1

D1

船ヰ

船零

D4

D4

A1:‐

D 4

D5

船中

船ヰ

E5

A 2

E6

B6

D3

B6

E8

A 8

E3ハリ

船軍．

Al

A 2

A 1

A1

A1

A1

Ei垂

('2天異

59

111

411

611

lOl

621

63

63

46

14

14

30

15

48

57

25

10

17

22

33

21

64

72

10

12

15

16

12

39

73
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I.、盗料名点数摘要材愛計測値(皿）納屋 “蕊饗
』天井736

〕天井737

421 ウキダミ

ウキダミ

ガラス鯉

ガラス製

径3f

径3§

ワ蓋一
一卓

2号

B2尺巽

C9天井

43

132

43I

437

43I

㈱（

柵I

4組

"3ウタ

441』

44f

44〔

441

Mf

44§

45［

451

,152

453

454

455

456

457

458

459

‘l帥

461

462

4妬3

464

465

466

ウキダミ

ｳキダミ

ウキダ弓

ウキダ有

ウキダ宅

ソ’

ウダ

ｳ少

ｳﾀ

ｳ；

ｳを

ｳZ

ｳﾀ

ｳタ

ｳ壁

ｳ産

ｳさ

オモシ

ガイシ

ガイシ

ガイシツキテツポロ

ガイシツキテツボリ

ガイシツキテツボリ

ガイシツキテツボゥ

クサヒ

ｸマデ

コンブカキ

コンブカォ

コンブカキ

コンブカ式

コンブカ式

コンプカ毒

コンブケッソクバニ

コンブヨセ

コンブヨセ

ｺﾝﾌ゙ ｮｾ

52

コンブ養殖用

コンブ饗殖用オレンジと黒色

コンブ養殖用オレンジ色「術｣の文字

コンブ養殖用黒色

昆布採り用力

コンブ用ソウの先端取手丸穴

コンブ用ソウの先にしばりつける穴なし

コンブ採り用ソウの先端に取り付けこ

コンブ獲殖の時､網のロープを引くとき船縁がすれないよ易
に舷に被魁するコンブのロープをガイシに掛けて使用ロ－

ブの摩耗を防ぐ

ホコ用巻いたヒモを堅くしめる

浜(乾場)の清掃用

寄りコンブ用ロープで投げて引っ張る木はマッケ､鉄は
カギと呼ぶ

寄りコンブ用鉄筋付ロープで投げて引っ張る

昆布を整えて縛るブタ付

嫌がついているかたまっているコンブを引き寄せ号

ガラス製

ガラス製

プラスチック製

プラスチック製

プラスチック製

木製(カシ）

木製(ﾎｵ】

木製(ﾎｵ）

木製(ﾎオ

木製::

木製(ﾎオ

木製(ﾎｵ）

木製(オオ）

木製(ﾎオ

木製(ﾎｵ）

木製(ﾎｵ）

鉄製

磁器･鉄製

磁器･鉄製

磁器･鉄製

磁器･鉄製

竹製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

木製

水･鉄製

木･鉄製

木･鉄製

､製(ﾎｵ：

腿(ﾎカ

径35

径28

径30

径35

径33

長480×幅85×厚3｛

長480×幅90×厚31

長475×幅75×厚2

長465×幅75×厚41

6517×幅85×厚31

長632×幅90×厚3｛

長575×幅71×厚5｛

長611×幅SI×j鞠

長568×幅76×厚2｛

長675×幅38

6715×帆3（

長625×幅27

径27×長ll6f

径75×長6‘

長252×幅58×高161

径79×長882

径78×長111

長945×幅78

長960×幅7

長130×幅,21)×高二二

長1340×鯛48（

長851×幅781

径25×長2433×幅
15（

長960×幅291

長2875×幅191

長960×幅291

長1579×蝿16：

高425×幅525×奥編
91（

62190×幅231

長3665×柵271

長3685×輔231

2昔

1号

1号

1号

1号

1号

2号

2号

2差

ワ圭吾
一二

2号

2号

1号

1号

2号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

1号

｜
［
一
《
画１

2塔一

1号

2号

2差．

2号

ワ ニ
一一

2号

1号

1巻

1号

1号。

1号

C9天奔

A2273

船零

船牢

A5

E4

E6棚中段“〔

E6棚中段

E6棚中段

E6棚中段

:'.棚中段

E6棚中段

A3カマ

A3カマ

E6棚中段674

A3カマド
67

上

A3カマ

A3カマド

A3棚2

A2240

A 2

A3棚堂

A3棚h49

A3カマド231
上

A 2

E1

A3棚

E1

C9602

D1

B醒

D1656

Al

D 7

D4

I)25ハリ

1)2．5ﾉ､リ

738

527

180

192

44

45

459

70

708

713

68

176

26：

27

63

65

63

6.1

13

51

11

56

56



木･鉄製

4

｡

－

－

－25－

恥資料名点数綴蕊材質計澗､齢鋤執鐙燃蕊駕
甲一〒一画ミ垂壷

’1号D2'5ハリ5654鯛コンブョセ1 木･鉄製長4565×幅540
4濫出噂ハ1、－ずロ、ヱィ､、七全一－1、ヱー、少→妾全戸Iさ壷酔.Z

コンブョーセ 長4565×幅54 1号 D2．5ﾉ、

471

473

47与・

471

’179

州I

●I82ソ：

483ソ’

よ'8,1

･I8i

』181

－

487

488ソ：

489ソ’

･191

49

491

495

‘19.

491

491

501

50

502

503

50．

コンブヨ-t

サシイタ

サシイタ

ジョロマッカ

ジョロマッカ

ロマッコ-．

ジョロマッカ

ジョロマッ刃

ジョロマッえ

ジョロマッ式

ソI

ソ［

ソ：

ソi

ソ1

ソ’

ソ1

ツギボリ

ツナ

ツナ

ツナ

ツナ

ツナギ

ツルズ

テッケマッヌ

テッケマッヌ

テッケマッヌ

バカマッフ

ﾉ、カーマツカ

バヵマッヵ

バカマッフ

バカマッン

－－

磯船用コンブを積むとき荷崩れしないように両舷に差し迫

海草(昆布)引き具

海草(昆布)引き具パイプのみ

海草(昆布)引き具ウダ付き

海草(昆布)引き具ウダ付きマッカ部分がプラスチック

海草(昆布)引き具ウダ付きマッカ部分がオ

中継ぎ偶

部分

ウダ付き部分

昆布採りに使う先にマッカをとりつけ；

片側に刻み片側に而取り木村家の焼印(ｷｭｳｳﾛｺ)あI

コンブを干すときに重しに転用したものかアバタナかアシ
タナのロープ

コンブを干すときに重しに転用したもの力

マッカの一部マッカとソウの中間部炎

コンブ取りの際に手を保識するものテッケシのようなもa
所左はがれあり

海草(昆布)引き具

海草(昆布)引き具コンブを鰯め取るカシやホオの柄か
つく村の鍛冶屋(山田鍛冶店)で作ってもら

木製

木製

木製

木製

木製

木製(ｶシ

木･鉄部分

木製

木製(ｽｷ‘
等）

綿襲

鉄鯉

布職

木製(ﾅラ

塩ビ製

塩ビ製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

長4667×幅27

長1615×幅312×,増

10

長1622×幅1310×拝
11

長223（

提2570×幅47

径30×長192

長3110×幅50

長3595×幅47

長8270×幅86

長8120×幅59

長8215×径30×径6

長4030×幅102×＃！

径45×長207

径37×長380

径:0×長2825

径40×長341

径40×長184

6324i

径30×長318

長4650×幅50

長5705×幅21

35×長13952－

径35×長9503-'fr
35×長18704－径3［

×長21105-径35×
長21206-径35×長
23007－径35×』
241C

長720×幅2：

長92×幅7

長1000×幅40

長5650×幅26

長6337×幅27

長981×幅49

長770×幅52

長1053×幅63

長862×幅5ビ

長845×A55

1岩

1号

1号

1号

l罰

1号

1号

2号

2号

2号

1号

口
一
一
一１

1差

”
一
一
一１

｜
“
｝
［
》１

1号

2号

2三

2言

ワニ
一一

軍
一
ワー

1号

2号

2誉

2号

2号

2号

1男

2号

2号

2号

1号

1号

1月

1号

ロ
一
局
》１

D2．5ﾉ、

船印

船叫

船中

D5．6ハ

船中

B10ハ且；

E 8 ～ 瞳

E8～1二

E8～i：

E6．7－垂．

B7

E5ハリ

E5ハZ

E5ハL

i-:.5ハリ

D7621

B9．10ﾉ､§

D6ハリ

B10．11ノ、

D10ﾊﾘ1;

E9

E2

E2

E2

E2

i-:6棚中段

A3カマ

I2屋根下

B9．10ﾉ､］

B9．10ﾉ、

A3.棚主

A3棚主

VAii:

A3棚2

A3棚2

566

106

583

238

582

706

704

705

26〈

505

732

718

72（

20（

395

666

663

673

232

724



|恥資料名点数摘蕊材質瀞測臆("）納麓採築蕊蕊｜
|"‘バｶ ﾏ ｯ ｶ 鉄 製 長822×幅4鯛】号A3樹上“

海草(昆布)引き具コンブを溺め取るカシやホオの柄力
つく村の鍛冶屋(山田鍛冶店)で作ってもらう

‐

－

一

－26－

50§

50［

50§

51《

511

512

512

バカマッズ

バヵマッズ

バカマッメ

バヵマッズ

バヵマッズ

バヵマッヌ

バヵマッメ

バヵマッズ

バヵマッゴ

514

51§

5M

511

51〔

51§

52：

524

52f

52｛

521

3.磯漁関連用具

528 ゴロタ 釣具セツI、とろ箱入Z
長580×幅i360×高
1ル

1号 船中 10

52§

532

4.その他

53§

531

53＆

ノ、三

ハ；

ﾋキヅナ

"、ビ

'、ビ

ジーピ

ヘビ

マッケ

マッケ

マッケ

マッケ

マッケ

マッケ

リンゴバ：

タコツル

タモアミ

ﾒガネ

メガ剤

ﾒｶ゙ﾈ

アハ

ｳヨ

ｳヨ

ｳヨ

ｳヨ

コンブ荷造り用中身有り

コンブ採り(口あけ)の日にスタートを知らせるために使用力

コンプカキのヒキアミ細いのが特徹

ソウとソウをつなぎ合わせる時､綿糸でしばり､縛り目にこれ
を打ち込んで固くしめる

ソウとｿｳをつなぎ合わせる時､綿糸でしばり､縛り目にこれ
を打ち込んで固くしめる綿糸と網がついている

寄りコンブ用ロープで投げて引っ張る

沖で使用する

寄りコンブ用柄が折れているロープで投げて引っ張雇

ソウの固定用

タコ漁斥

釣れた魚をすくう網部分のみ

箱めがねガラスともいうイソマワリなどで使斥

｢家印(ｷｭｳｳﾛｺ)木村｣の印講

刺網斥

布製

綿製

木製

木製

木製

木製

木製

鉄製

木製

鉄製

木製

木製

木製

木製

木製(ｷﾘ）

プラスチック製

プラスチック製

プラスチック弾

プラスチック製

長506×幅229×高
34（

旗縦636×横812
棒長71

1号

長[10×幅25

①長162×幅29×吟
20②長112×幅24
×厚13③長96×￥
27×厚1

長212×幅29×厚8

長4017×幅25（

長1030×幅545×胃
82（

長1015×幅67（

長940×幅52’

長850×幅22’

長1000×幅58〈

6200×30×301．

径24×長77

径455×長77I

縦266×横266×高
44：

径330×長541

縦280×横275×高
371

径75×長9

アバ青長160×幅
40．アバ白長190＞

幅60×厚40､箱長
600×幅370×高
120,棒径20×長
43（

長200×幅65×厚舎

径50×長140

長190×幅60×厚41

零
一
一
三１

2号

1号

｜
哩
守
〔
一１

1号

1号

1号

1堂

2号

2号

2号

1号

2誉

1号

1号

1号

2号

1号

2号．

1．巻

1号．

1畏

1号

A2棚

A3カマ

E2

D 5

A 2

D 5

E3ケタ

A5

E4

E1

E1

E6棚中段

E3．4

E1

A2棚

A2

A3棚2

i-A,棚上段

A3棚

E4

E5

D6

E2

E2

25

20

68

45

23

51

43

19

101

60

61

71

66

25

67

66

11’

14

32

鉄製 長822×幅491 1着 A3棚上

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

鉄製

長639×幅421

長481×幅471

長576×幅3551号

長765×幅5451号

長784×幅51

長917×幅591

長695×幅6001号

長1267×幅50（

1号

”
一
一
二１

1号

1．号

2号

A3カマ

A 2

A2

A2

A2

A 2

A3棚2

D1

177

24

247

29

66



一

÷

－

‐ 』

F
1

｡

－27－

531

541

54

可
『
『
■
■
一
一
■
■

ウ
ウ

ウキ

l‘

41

刺網月

北洋菊l網月

541

認I

544

545

546

547

548

謡9

550

551

552

553

5認

555

弱6

557

558

559

560

561

顕2

563

564

565

5“ドウグバコ

56

568

5閲

570

571

572

573

574

575

571

ウキ

ウ室

ウキ

ｳキ

ｳキ

ｳキ

ウキ

ｳ キ且

ｳキ

ｳ幸

ｳキダマ

付縄編

１
’
２
１
１
４
２
４

６

マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ

・
ワ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ 62

ウキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

ｳキダマ

オモ2

オモ虫

オーモ』

オモ；

タモアミ

タモアミ

タモアミノユ

タモアミノユ

タモアミノエ

ヘラヅノ

｢大国丸｣とある

アミを手渡す際に使月

アバを集めて浮子に使う北洋で使月

編縄･縄侭

釣り道具入れ

刺網用

北洋流し網月

ニシン漁に使用したものをホッケ用に転用網のリクは鍛冊
屋に注文すそ

ホッケ漁に使用したも咳

ホッケ漁に使用したもの力

マスを釣るときのへラ

プラスチック劇

ブﾗｽﾁｯｸ製

プラスチック製

プラスチック顕

プラスチック蜜

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス製

ガラス唖

ガラス型

ガラスⅢ

ガラス製

ガラス型

ガラス製

ガラス型

ガﾗｽ劇

ガラス型

プラスチック製

木蝋

鉛製

鉛製

鉛型

鉛製

木製(ｶシ

木製(ﾅラ

木製

木製

木製

径;15x長24

長197×幅62×厚3

長205×幅60×厚3

6195×幅57×厚3

長160×幅4（

長200×幅60×厚4

長198×幅58×厚3

径46×長16（

長200×幅60×厚4

径180×長38

径84,縄全長56

径87

径85

径8唱

径9〔

径10

径8〔

径7〔

径8E

径8〔

径9〔

径62

径8〔

径11

長484×幅250×穂
23

径420(一個径20×

20)

径33×長喝

全長470,（オモリ)径
25×長3

径22×長3

長6810×幅75

長2700×幅554×屑
67

長5447×幅2

径37×長638

径40×長301

長398×幅177×厚2

2号

1号

1号

1着

1号

1･塔

｜
】
言
一１

1号

1這

2号．

画
ロ－

1号

1号

1号

1号

2．巻

ワ･善
一＝

2誉

1着

1号

1号

1号

2菅

1号

1号

1号

1号

1月

2．号

2号

2号

2号

2号

ワ曇
一三

1号

E4

A3カマ

E2

D6

D6

船呼

D5

D6

A5

E4

A2

A1

A1

A1

A2

E5

E5

E5

A1

A1

A1

A1

E5

E］

船中

D4

A3カマド

A2

E4

(T,ハ1

D4ハリ最

E2．3．二

吊り棚

B9．10ハリ

B9．illハョ

船中

69

2C

439

45

498

530

51‘：

515

560

692

127

128

130

241

700

701

662

129

266

26？

268

739

448

90

147

205

265

689

728

711

727

730

731

533

長195×幅.1(1×厚4

プラスチック製

径50×長16

長200×幅nil×厚4

2号

2号

E4

E4

69

69

E5



第3章調査成果2－聞き取り調査一

1イワシ漁の概要

函館市の東部、旧銭亀沢村、旧戸井町、旧恵山町沿岸のいわゆる下海岸は、昭和20年

代までイワシの漁場として活況を呈していた。イワシ漁は10年周期で、不漁が何年か続

くと10年間豊漁が続くといわれ、函館大火の年の前後昭和7，8，9年は特に大漁の年

であったという。イワシがこない年は平年の3分の1くらいで、それが2，3年続くとま

たよくなり10年くらい続いた。大正と昭和が一番多く、一番盛んだったのは戦前の昭和

15年頃であった。

イワシ漁は、11月から12月が盛漁期で、コンブ漁が一段落する10月には漁の準備

が始まった。この時期になると、本州各地から出稼ぎ漁師が集まってきた。彼らは、主に

戸井やそれより東のいわゆる下海岸（シモカイガン）を目指して、身の回りの荷物を背に

徒歩で向かっていった。イワシ漁は引き網と呼ばれる地引き網と、建網と呼ばれる定置網

が主体で、津軽海|峡では流敷網、揚繰網、船曳網、流網などの各種の漁法が行われた。ま

た、春先には刺し網も行われた。これらは海岸の地形や海底の状況によって使い分けられ

た。

旧銭亀沢村は主に地引き網漁が行われ、旧戸井町より東は海岸地形の関係から定置網漁

が中心となった。木村漁場のある古川町もイワシの漁護は地引き網が用いられた。

古川町には最盛期9ヶ統の地引き網があったが、木村漁場は中でも規模が大きく、漁具

や船、加工用具、番屋の設備なども他に比べると充実していたという。木村漁場はいわゆ

る一番方（イチバンガタ水揚げが一番多い漁場）で、戦後も漁を続けたが、親方である

木村千代吉氏（大正3生・故人）が55才のとき（昭和27年）漁場を閉じた。

2銭亀沢の生業

イワシ漁の記述に入る前に下海岸における生業についてまとめておきたい。

この地域の漁業は、現在ではコンブ養殖が大きな割合を占めているが、以前は天然コン

ブ、イワシ、イカが重要な漁業であった。出稼ぎは、ニシン場への出稼ぎが中心で、ニシ

ン場が衰退する昭和20年代末までは、ニシン場への出稼ぎと、イワシ、コンブ、イカを

組み合わせて、一年の仕事の流れが組み立てられていた。

ニシン場への出稼ぎは昔はやや早く2月、後には3月に出発し、5月ないし6月には帰

ってきた。人によっては噴火湾の大謀網などにまわる場合もあるが、遅くても7月の上旬

には帰って、7月下旬から始まるコンブ漁の準備にかかった。コンブ漁に従事しない人の

中には、カムチヤツカ方面のアキアジ（サケ）場やカニ（タラバ）漁に行く場合もあった

が人数は少なかった。

コンブ漁は10月いつぱいまでだが、10月になるとイワシ漁の準備にかかった。10

月中頃から漁が始まり、11月から12月までが盛漁期であった。イワシはイワシ粕に加

工し、そのまま保管して、年明けから3月頃までかけてイワシ粕の乾燥と出荷を行った。

ニシン場へはそれを終えてから出かけた。

また7月から10月にかけてはイカ漁（イカツケという）を行った。漁の中心は9月か
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らの秋イカ漁であるが、コンブの最盛期には昼はコンブ、夜はイカツケといった厳しい労

働が続いた。

これらの漁とは別に、海岸近くの磯ではアワビ、ウニ、タコ等様々な漁猶物を対象にし

た磯漁を年間を通して行った。

また、集落の背後にある海岸段丘上の畑は、女の仕事であった。畑には、ジャガイモを

はじめ大豆、トウモロコシ、各種の野菜類が栽培され、一部は販売に回されたが、多くは

自家消費に回された。この畑仕事は、急な斜面を上り下りするきつい仕事であった。

3木村漁場の概要

1）漁場の配置

木村漁場の番屋(木村漁場では番屋を納屋と呼んでいたがここでは番屋と記載する）は、

下海岸でも最も規模が大きかったという。

現存する番屋は、木村千代吉氏の先代が設計し、自分の持ち山から用材を切り出して建

築したもので、一部コンクリート造りで、屋根の瓦は函館市の東洋瓦製である。現在の木

村喜代五郎氏宅付近には、カヤ葺きで奥行きが12間程の番屋が1棟あり、瓦屋根の番屋

には網船として用いたサンバ船と加工用具が保管され、カヤ葺きの番屋の方には汲み船と

して用いたドカイ船3膿と雑用のホッツ船が収められていた。また、この建物の函館寄り
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には、3間の板の間がありイワシ粕の梱包を行っていた。現在残る傾きかけた大きな建物

(海に向かって左手）は、昭和15年頃に建築されたもので倉庫として利用された。また、

この建物の海手にあった建物は現在取り壊されているが、以前は道路に近いところにあっ

たもので、千場で使う道具を入れておく千番屋（ホシバンヤ）であった。

漁場の建物としては､海岸寄りに船頭をはじめヤクビト達が寝泊まりする浜小屋があり

ここでは日中にイワシのイロミを行った。浜小屋の西側には船場場があり、その上には釜

場があった。釜場にはイワシを煮る釜を据え付けた炉と粕を搾るドウが配置されていた。

写真ではトタン張りの倉庫が建っている部分（現在取り壊されている）と周囲の空き地

はイワシを一時保管するナツボ（魚坪）とイワシ粕を乾燥するカンパ（干場）であった。

木村家の母屋の背後には、網倉、味噌倉、米倉、文書倉が現存している。

2）漁場の組織と賃金

漁場の運営は、親方3分、歩方7分で他の漁場より歩方の条件がよかった。親方は、網、

船、加工用具など漁に必要なものを提供し、歩方は労力を提供した。

漁獲したイワシは、シメ粕に加工した｡加工を行う人夫はヤトイとしてよそから頼んだ。

この賃金は全体の経費として計算された。全体の経費になるのはこの他、食費やイワシを

焚く燃料代があった。歩方への取り分は、現金ではなくイワシのタマ（搾った状態のイワ

シ粕の固まり）であった。タマの乾燥は、漁が終わってから個別に行った。シメ粕の製造

に当たって分離される油は、全体の経費の中に繰り入れた。

歩方は、ニンソク（人足）として、薪取り、タイマツ刈り、ハギ（ホウキ）刈り、クゴ

刈りなど準備作業の労力を提供する義務があった。ナツボに敷くスダレは、一人10枚の

割り当てがあり、自分で作って用意した。船頭と親方は、これらの仕事ぶりを見て、漁場

での仕事内容を決めた。

ここの漁場では、地元の人以外を歩方として雇うことはなかった。漁場に入れる人の数

には限りがあった。人数に入れない人をテツダイといった。また、歩方の権利があっても

兵役や都合があって参加できない場合には、個人が他の地域からヤトイを雇って漁場に歩

方として参加させた。また、歩方一人に対して、手伝いの女が一人出なければならなかっ

た。これはツキモノと呼ばれ、網引き（アミヒッパリ）や、イワシの運搬（モッコショイ）

などを行った。出せない人は人を頼んで出した。これが出ないときには、歩を引かれた。

漁場には、大船頭、副船頭（オヤジ)、支配人をはじめ、ヤクビトといわれるものがい

た。ヤクビトは7割の歩の中から、割り増しの歩をもらった。一人分の歩はニンク（人工）

といい、大船頭2人工（ニニンク）、オヤジ（副船頭）1人半（イチニンハン)、支配人

は1人半、マカナイ1人半、チョウバ（帳場）1人2分（イチニンニブ)、センドウテツ

ダイ（船頭手伝い）1人工と手当、カラクリバン1人工と手当、ホッツノリ船頭1人1分、

ホッツノリは1人工と手当。ここでの手当は1人2分弱である。

これとは別に、働きのよいものに、九一（クイチ）を出した。これは親方からご祝儀で

出すものであるが、親方、大船頭、支配人が相談して決めた。1人2分位が基準で、これ

より下回るのが通例である。

それぞれの人数と役割は、大船頭（オオセンドウ）は天気見、風見、潮見など漁の責任
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者である。副船頭（オヤジ）は網船となるサンパのトモドリ、タイマツタテを担当し、納

屋の責任者、納屋親方（ナヤオヤカタ）を兼務した。

マカナイは食事の賄い係りではなく、ツキモノの記録や、道具類の管理、油取りなどを

行う係りで3人いた。メシタキは別に雇った。オカマワリの仕事も主にマカナイが行なっ

た。網引きなどに出た人数の記録などはマカナイが見て記録した。

オカマワリ（センドウ）は、道具類の管理、アミのツナトリや油を汲む仕事を担当した。

マカナイと同一人が行うことが多かった。帳場は1人で、魚粕の分配・経理（経費計算）

を担当した。

他に船頭手伝い1人、カラクリバン（ワカイモノガシラ）6人～7人くらい、ホッツノ

リはカミとシモ2隻で6人（3人×2ハイ）、そのほかイソブネノリがいた。

3）番屋（納屋）での生活

イワシ漁は11月から12月が盛

漁期で、その間は番屋に泊まり込ん

で漁を行った。イワシ漁の番屋はこ

の辺の浜では「バンヤ」というのが

普通であったが木村家（本家）では

納屋と呼んでいた。番屋には普段は

漁船や漁具を納めているが、漁期に

は船を外に出して中に寝泊まりした。

漁船の出し入れは、建物の東側の扉

を開放して行われたが、網船（ドン

ブネ）の高く突きだしたミヨシ（船

首）を通過させるため、扉の上に小扉

が設けられていた。漁期には船の出し
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納屋の内部
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入れ口は閉じられ、漁師の普段の出入り口は浜側（南側）に2ケ所設けられていた。

番屋の床は砂地のままの土間で、囲炉裏が2ヶ所あった。囲炉裏は炉といった。炉は長

方形で長辺は7，8尺あった。炉は砂地を掘り込み縁は丸太を2本くらい重ねてカヘとし、

う杭で固定し砂止めとした。

炉の深さは1尺5寸以上で、足を入れて座った。炉では木の根をそのまま焚いていた。

二つ割りくらいのものをくべてキリアゲまで通して焚いていた。

番屋には50人以上が寝泊まりした。二つの囲炉裏に25人ずつ分かれて寝た。寝ると

きは、番屋で用意したムシロを砂地に2枚重ねて敷き、その上に持参した布団を敷いてフ

トン、丹前を着て、炉に足を向け、すぐ漁に出られるようクツをはいてホッカムリしたま

ま寝た。マクラはムシロを縛ったものを持参した。

ムシロを敷いた周囲に杭を打ち、上に横棒を渡してスダレを立てかけ、さらに上にムシ

ロを掛けて囲っていた。杭の数は5，6本、高さは1メートルくらいであった。奥の神棚

の付近にはカラクリバン6人が寝ていた。便所は外便所であった。

番屋では飯と汁を作り、おかずは漁師が準備した。漬け物は各自が家から持ってくるこ

とが多く、イワシは樽に二つくらい塩漬けした。食事の係を「ゴハンタキ」といい、年寄

-31-



りの男が雇われた。ゴハンタキは囲炉裏の火の番も行い､時間を見て囲炉裏で魚を焼いた。

野菜を刻むのには女‘性の手伝いもあった。飯は番屋の北東側にあるカマドでご飯と汁を作

った。水は水道が通っていた。

食事は、地面に板を敷いて炉の辺でとった。炉には鍋を掛けた。鍋を下げるカギはナラ

の木の二股を使用し、常時梁から下げておいて、使わない時はまくり上げた。

漁のない時には相撲をとった。木村漁場では花札禁止であった。

「ナヤコの大工」は漁場で使用するモッコ、ガラス、カイのウダなどを作った。漁場の漁

師の中から、手の器用な人が選ばれた。

別棟の浜小屋には、船頭をはじめヤクビト達が入ったが、オヤジは納屋の責任者、管理

者としてナヤ（番屋）に寝泊まりした。浜小屋は2問半に5問で2階建てになっており、

居室は2階で、1階は油の処理の場所（ハチゴウが置かれていた）であった。浜小屋の2

階は魚見のヤグラの役割があり、番屋との間に針金を張って鳴子を付け出漁を知らせる合

図とした。番屋と浜小屋の連絡はマカナイが行い、ガンガンを使う事もあった。

4イワシ地引き網漁

1）イワシの種類

回遊してくるイワシは､カタクチイワシとマイワシであるが、マイワシが主体であった。

カタクチイワシはマルイワシ、セグロともいわれ、油が少なく煮干しに適していた。

マイワシは、カタクチイワシより魚体が平くったいことからヒラゴといわれた。大きさ

によりオピラゴ（大羽イワシ)、チュウヒラゴ（中羽イワシ)、コビラゴ、ゴドリ（小型

のイワシ、遅い時期に漁獲される）といわれた。冬至イワシになると魚体が小さくなった。

これらのヒラゴイワシはイワシ漁の中心で、イワシ粕と魚油として出荷された。

オピラゴは早い時期に来ることが多く、春先にはゴガツイワシとして刺し網で漁獲し、

生で出荷する事もあった。また、魚体の側面に7個の斑点があることからナナツボシとも

いわれた。

2）魚群の発見

イロミイワシの群れが回遊してくると海面の色が赤黒い玉のようになって見えた。これ

をイロといい、見張ることをイロミといった。また、イロにはカモメがついてくるといっ

て海上のカモメにも注意した。昼のイロミは浜小屋の2階に上がって沖を見ているが、通

常は夜間にイワシが来ることが多いので、網を積んだ（網を積むことを網をタクという）

サンパで沖に出て見回った。地引き網は主に夜間の仕事で、昼は（昼網）は滅多になかっ

た。

シオダテイワシが回遊してくるのを予測するのが船頭の仕事である。予測は「シオダテ」

といって潮の動きからイワシの行動を予測した。潮は函館から恵山方面に流れている。こ

の潮を下げ潮という。シモからカミにイワシは移動するので、沖の潮が速くなると、イワ

シは流れの緩やかな陸に寄ってくる。潮の流れの速くなるのはヒキシオの時なので、見当

を付けて待つ。潮がいかなくなれば（流れが止まれば）ダイナン（沖）に網をかけなけれ

ばならない。そういうときの漁は満足なことがなかったという。イワシは海峡の東部から
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まわってくるので、時期が来れば恵山、戸井方面の状況を注意した。

汐首方面の漁の具合を見て、こちらへ来る見当を付けた。潮は日に2回往復する。サゲ

シオは西（松前方面から)、ツッコミシオは南（津軽方面から）から来る。デシオ（反流）

浜から沖に向かう潮で、ノボリシオは東（恵山方面から）の潮である。

､醗謹
睦堅

§蕊

魚群の発見潮の具合を見ながら、晩に

網船でイワシが来ているか見回った。イワ

シが来る兆候があるときには、一晩に3回

くらい出ることがあった。海中の様子は、

ガラス（箱めがね）で確認したが、灯りは

白樺の皮を燃やした。樺の皮は船首（オモ

テ）の風下側の舷側から鉄製の篭（カバカ

ゴ）に入れて出し、反対側の舷側から身を

乗り出して、海中を覗いた。カバカワの灯

りを焚くことをカバタキといい、その係をり を焚くことを刀ノ、タキといい、・ての1糸を．
力バカワ

カバツケといって2人が担当した。樺の灯

りで海中を見るには、月明かりが無い方が

よく見えるという。樺の皮は内地や北海道

の奥地の方から購入した。沖に出るときに

は舵で細かく裂いたものを、カマスに2，

3俵積んでいった。

イワシが来ると、イワシが発するアブ（ハ

ナブといった）で海中が真っ白になり、5，

6尺の壁のように見えた。また、イワシの

塊が崖や壁のようになって来る状態を「マ

ブが立ってくる」と表現した。

蕊睡二霊、､‐〆
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イワシの群を発見すると、船頭が「つけ カバカゴ

ろ」と指示し、船の後部（トモ）でヨシで

作ったタイマツに火を着けてオカに合図を送った。これをマネを上げるといった。タイマ

ツは船頭手伝いの役割でタイマツタテといった。

沖に出ている中で一番先に合図を送った船が「一番船」といって一番先に網を廻す権禾l

があった。その後は岸から離れた順で1番、2番、3番となっていった。基準となるのは

陸からトモが離れた順であった。

漁場における時間帯の基準はバンゲは夜日が暮れてから。ヨナカは24時。ヨアサは夜

明け前で、白くなって来るとき。ヒルマエは午前中。ヒルマは12時をいった。

3）網廻し

網船のサンパは岸によってデズナにオモリを付けてオカに投げ、カラクリバンがそれを

受け取った。デヅナの先には引き綱があり、引き綱の先には網が続いている。カラクリバ

ンはフンドシー貫で、船の近づくところに走り、デヅナを待った。オカ波があるときには

岸に寄れないのでマカナイのカラクリバン（一番ワカイモノ）が泳いでデズナを取りに来
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る。カラクリバンは、船の上げ下ろしや、イワシの入ったフクロのクチを閉じる仕事を、

寒風の中シャツ－枚で海に入って行った。

網のカケマワシの時、船頭はオモテ（船首）でイワシの群の動きを見ながら、船の方碩

を指示し、オヤジ（シタセンドウともいう）がトモガイを操って舵を取った（トモドリと

いう)。22人が両舷に分かれてサッカイを漕ぎ、アミマキ6人（アシはオモテ方向で2

人、アバはトモ方向で2人）が網を入れていった。網を入れる（マクという）のは右舷（右

舷をウシロブネという）からで、アシを先にまいて次にアバを入れた。ヨイショ、ヨイシ

ョ。ヨッショ、ヨッショとハヤシをかけて投げていった。船頭は網を入れるようになると、

ミヨシに背中をつっかけて手を回して作業の状況を見た。

網を廻すのは反時計回りで、この廻し方をウケルといった｡網はサゲシオに合わせて「タ

イ」ているため、シオが逆になっても逆さ廻しはできなかった。

テンザオで海面を叩いて魚を追った。テンザオは軽くなければいけないので主にスギか

用いられた。船によって長さが違い、綱を引っかけたりするのにも使用した。

船は網をかけ廻して岸に着き、もう一方の綱を投げてまた沖に出た。この綱をイレヅナ

といった。ここでサンパに乗っているワカイモノを大半下ろしてしまい、サンパには船頭、

副船頭、他2，3人だけが残る。サンパはフクロの所にいて船頭が作業の指示を出した。

サンパのミヨシは沖の方を向け、網に固定している。

ホッツは網をかけているときすぐ沖に出て行きかけ廻した網の外側で待機した。
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4）漁船

イワシ網1ヶ統には、網船に使うサン

パ1賎、様々な用途に使うホッツ2膿、

クチトリ用のシマイハギ1膿、汲み船に

使用するドゲ3綾を用意した。また、連

絡用に小型のイソブネも使用された。

サンパはドンブネともいわれたが、形

はニシン場で使用されたサンパと同じ船

で、大きく突きだした太いミヨシが特徴

－．．望…尋i鑑懸垂二
総※蕊･慰識、密一霊隷慧

であった。サンパのミヨシの裏側には木 サンパ（網船、ドンブネともいう）

製のお札が貼り付けられていた。木村漁

場で使用したサンパは、漁場を閉じてから臼尻（ウスジリ）に売却された。カネニで使用

されていたサンパは現在札幌の北海道開拓記念館に保存されている。

ホッツはサンパより小型で、磯漁に使われるイソブネより大きいことから、中間の大き

さの船という意味でナカブネとも呼ばれた。番屋の中に残されていた船がホッツである。

クチトリとはイワシの入るフクロ部分の口を取り込む役目の船で、ホッツより大型の船

であった。シマイハギの名の由来は、船の舷側板（タナイタ）を4枚接ぎ合わせた構造て

あることから名付けられたもので、シメェパギと発音される。

汲み船のドゲはドカイとも呼ばれ、記録では胴海船と記載されている。船底部分の構造

が丸木舟の様式を残す「ムダマ」で構成されているのが特徴で、底が平なのでイワシを汲

み出すのに便利であった｡構造的には現在も使われているイソブネと同様なものであるが
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ずっと大型でホッツより一回り大きかったという。木村･漁場ではドゲは1号船から3号船

と命名されていた。

サンパの推進具はサッカイと呼ばれる擢を使用した。サンパのサッカイの長さは12尺

で、水をかく部分の上にウダと呼ばれる取っ手が付いた。サッカイの材質はナラ材で、ウ

ダもナラを使用したが、サンパなどの大きな船のウダはホウノキを使う場合が多かった。

サッカイは1枚、2枚と数えた。サッカイは舷側に装着したカイビキといわれる輪に差し

込んで使用した。カイビキは損耗が激しいので、予備を5本か10本に束ねて持って行っ

た。船の舵取りは、サッカイよりずっと大型の擢をトモの左舷から出して操船した。操作

する係をトモドリといった。ホッツは櫓を2挺使用した。

サンパとホッツの船中に囲炉裏を設置していた。サンパの囲炉裏は1メートル角で、中

に粘土を入れて作り、薪を燃やした。船上で使用する水は1升瓶に入れていった。当時は

1升瓶は貴重品であった。

漁船の陸での配置は、サンパは納屋の近く、ドカイはナツボの下の上の方、ホッツとシ

マイハギは作業の邪魔にならないよう適当な場所に置いた。

船を陸に引き上げるときはマキドウを使用した。船用のマキドウは主に人力で巻いた。

砂浜にスジイタという厚板を敷き、その上にマルタを整形したコロを置き、その上に船を

乗せてコロを転がして引き上げた。マキドウには巻き棒を十文字に差し込み、何人もがと

りついてマキドウを回した。ドゲ船など小型の船はスベリという厚板にイワシ油の津（ベ

ド）を塗って滑りやすくしたものを使った。網を引くマキドウは馬を使った。

5）網の構造

地引き網はヒキアミの先にテヅナが付き、

先端には魚が入る袋網が付いていた。

網船から渡されたテヅナとイレヅナの先

にはヒキアミが続いている。綱類を普通ロ

ープといっていた。ヒキヅナのロープは太

さ3分で「一把（ヒトハ)」「ヒトマル」1

20間（1間は1尺5寸）で購入するので、

運びやすくするため三ツ切り（3等分）に

して、これを9本用意した。ロープの端は

懸零

センガン
輪にした。これをフクロサツマ（ダンベ）

といった。サツマを入れた方は古網を巻いてすれないようにし、ひっかかりをなくした。

網を積むときには2，3本をあらかじめ繋いでおいた。ロープ類にはこの他、テボ、クニ

などがあった。テボは細いロープで、ロープのけつ（端）を繋いだりする。クゴは、網や

フクロを縫い合わせる綱で、カラクリバンがヒトマキずつ持ち、肩にかけている。

引き綱の先に網がついた。網の端にタツというカシの丸棒（長さ1ヒロくらい）を装着

し、網を広げた。タツの上端と下端から引き綱に向けてヤマヅナを出した。ヤマヅナには

スレといって古い網を巻いて補強した。

網の上にはアバタナ（アバをつけるロープ・太さ8分で引き綱と同じ太さ)、下にはア

シタナ（太さ4分を2本で、石のアシをかかえる）があり、アバタナ、アシタナと網（。
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マメ）の間にプチという取り付け部分があった。錘にする石は、重さを量って均一なもの

を選び、1間あたりににいくらという基準で取り付けた。アバ（浮き）はキリアバで、ア

バには穴が2つあり、アバタナに固定した。アバは2枚返し（アバの長さの2倍）の間隔

でアバタナに取り付け、網の中心に行くに従って間隔を狭くした。

網の中心には、イワシが入るフクロが付いていた。フクロの位置にはセンガンという樽

を付け目印とした。フクロの目は14フシであるが、ジヤミイワシ（ナツイワシ）は18

~20フシであった。センガンから両側に1ワキ、2ワキ、3ワキといった網が付き、両

脇にタツが付き、そこからヤマヅナを経てヒキヅナに続いていた。フクロの繋ぎ方は、1

ワキに繋がってジョウゴというロー卜状の網が5間くらい付き、これにフクロを繋いだ。

小型の地引き網は1ワキに直接フクロを付けた。ジョウゴは網地だけで作る。フクロの長

さ33上ロ（1尋は1尺5寸）であった。

タツに近いところの網は目はアラメ（2寸目）でフクロに近くなるにしたがって細かく

なった。網一枚の長さは25間くらいで、地引き網片側の長さで100間であった。

網の接合にはハッピャクをハケチョウでチドリに縫って（からめて）繋げた。ハケチョ

ウはつなぎ目に使う縄で、クゴを叩いて、柔くして使う。

6）網引き（アミヒッパリ）

網引きではオカマワリが陸の仕事の段

取りをつけた。網をかけ廻した後、人数

を集めて引き綱を引いた。夜中でも「網

かけだど－」と呼びまわると多くの引き

手が集まり網を引いた。大声で呼びまわ

ることを「ジナッテ歩く」といった。

網を引くことをアミヒッパリといった。

ヒキヅナにカミ、シモに分かれて片側1

00人くらいで引いたが、片側に馬で巻
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<マキドウを使用するよう になってからマキドウ

は、シモのヒキヅナだけを人力で引くようになった。引き手は女‘性が主で、コシビキの綱

をロープに絡め、コシピキを腰に当てて後ずさりしながら引いた。ツナヒッパリに出ると

イワシを現物でもらうことが出来、これは自分で粕にした。

カミの川の近い方に共同のマキドウが2カ所あった。マキドウは「使うど」と言うだけ

でどこのマキドウを使ってもよかった。馬は自分の馬を使った。マキドウはステを取る人

数が10人必要であった。マキドウの他に移動式のカグラサンを使うこともあった。カグ

ラサンはカラクリバンの若者が担いで移動した。海から様子を見て、両方の綱が均等に引

かれるようにタイマツを振って合図した。陸では「こっち勝った、こっち負けた」といっ

て引き方を調整し、均等に引くようにした。

網が陸に来るとヒキコは両方に別れ、網にコシビキをかけて引き上げた。ロープで網を

絞ってロクロで巻くことがあるが､網を痛めるのであまり行わなかった。オカマワリは波、

シオの流れで網がよれるのを真っ直ぐに調整した。「カミコデよせれ」「シモコデよせれ」

と引っ張る強さを指示した。網を引くときには「ヤサヨ、ヤサヨ、ヤサァヨー、ヤサアヨ

－36－



－」と引いた。ハヤシはめいめい声のよい人がジナリながら引き、にぎやかなものであっ

た。網を揚げるときになればテンポが速くなりフクロが上がるときにはカラクリバンが音

頭をとった。フクロに近くなると網を拡げて引っ張った。網は2時間近く引っ張る事もあ

った。

7）沖揚げ

網はテアミが陸に上がった段階で、フクロの部分を切り離し、沖合で汲み船に移し陸に

運んだ。これを沖揚げといった。漁獲量が多いときにはフクロを足しいったので、イワシ

の入ったフクロが何個もできた。網を引いているときには、サンバはフクロ脇のセンガン

の位置に付き、ホッツが見張りした。

網は陸に揚げるが、フクロは海に入った状態でジョウゴから外し、沖に出した。フクロ

を沖に出すのはツナをアンカーで固定し、それを綱取り船（シマイハギ）で引っ張って出

した。このツナのことをズベ、ジンベェといった。「伸（の）せ」と船頭がいうと、繋い

だ所をホッツがノシていって、フクロがいつぱいになればアンカーを切り離してサンバが

つなぎ目を上げ、ハケを切って結わえてホッツに預けた。片方のツナを陸に、そして一方

のツナをアンカーに繋いで沖に引っ張った。シオの流れがあるとシオのカミ（上）方にも

一本付けた。ホッツ乗りはこれを見て回った。アンカーの位置は「カシラ」を付けて目印

とした。フクロを足すときは、フクロの端（シリ）をサンパに上げてフクロをのし、フク

ロを足してから（ハケて足す）シリのクゴを切って足したフクロにイワシを流し込んだ。

フクロを足すときには船頭（サンパに乗っている）からのタイマツの合図で、ホッツがフ

クロを運び、ホッツがフクロ繋ぎの作業を行った。

アンカーは1挺、四爪アンカーの大型のものを使用し、ツナの太さは8分であった。

フクロ引きでは「木のブロック」を使用した。フクロはトモに付けた。クゴ、スゲを網

ってハケチョウを作った（ここではスゲという)。細くて丈夫だがマキリ（コシマキリ）

で切りやすかった。

イワシの入ったフクロは1本、2本と数えた。フクロの長さは14～5間であるが、海

中では丸くなった。四爪アンカーを2挺くらいつけ、陸にツナを届けておいた。

汲み船は3膿（3ハイ）有り、1号船、2号船、3号船と名前が付いていた。フクロが

一つの時は汲み船は2艦で、1膿は陸仕事にまわり、イワシの釜焚きを行った。フクロが

二つ以上の時には3膿が出た｡汲み船にイワシを移すときは､サンバがクチトリといって、

フクロの口の部分を確保するが、木村漁場ではクチトリ専用にシマイハギを用意し、サン

パは次の漁に備える体制をとっていた。クチトリ船へ平行に接舷した汲み船がフクロから

イワシを汲み出した。汲み船には8，9人が乗り組み、柄の長さが4ヒロから5ヒロもあ

る汲みダモを使った。タモは1号船に積んでおき、オモテとトモの2ヶ所で汲んだ。柄の

真ん中のあたりを持ってタモを立てると､重さでフクロに詰まったイワシの中に沈むので、

タモに付けた綱やテザオでタモを引っかけて、力を合わせて引っ張って汲み出した。沖上

げ音頭はニシン場と同じソーラン節であった。

海が荒れるようなときには、陸からフクロ固定用のズベ（ジンベェ）とは別のズベを沖

に向かってノシテ（伸して）おき、船のツナグリ（船首の横棒部分）にワニというカシ、

ナラの曲がり木を装着して、ズベを通し船首を波の方向に向けるよう調整し､安定させた。
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いよいよ危険となれば

り破れることがあった

た人のものになった。

ズベをたぐって|塵に船を戻した。海が荒れて、フクロが流された

フクロから流れ出たイワシが浜に打ち寄せた時にはイワシは拾へ

罰慧ﾐ霊¥蕊恵電
8）陸揚げ

イワシを積んだ

汲み船（ドゲ）は、

マキドウで巻いて

陸に上げた。陸に

あげたドゲの下に

ムシロを敷き、モ

ッコショイが背負

った木製のモッコ

（ショイモッコ）

に、ポンタモ（小

さいタモの意味）
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モッコショイとナツボ戸井郷土館蔵
で入れた。モッコ

ショイは主に女の仕事で、漁師一人に一人付いている「ツキモノ」以外に、近所から人力

出て手伝った。使用するモッコは親方が用意し、手伝い人には運んだ回数に応じてイワ参

が支払われた。モッコショイは夜通しの仕事になることが多く、半分居眠りしながら作業

することもあったという。ショイモッコは親方が準備し、焼き印で屋号を押していた。ヌ

ギ材で作り、一番屋に200個あった。後になってからトタンモッコになった。

汲み出したイワシは、一時保管場所のナツボ（魚坪）に運んだ。フクロひとつ分のイワ

シで、300坪のナツボがいっぱいになった。ナツボはイワシを煮る釜のそばにあった。

地面に杭を打って上と下にケタを渡し、細い木を編んだスダレ（幅5，60センチ）を立

て周囲を囲った。地面にはカヤのスダレを敷いた。また、アンベラ（漁場で購入した黒砂

糖をくるんできたもの）を敷くこともあった。アンペラは滑りがよく、ナツボからイワシ

を汲み出すときスコップが使いやすかった。

大きな釜でご飯を炊き、おにぎりを作り、おにぎりを食べながらモッコショイをした。

モッコショイには男も手伝った。酒は樽で買い置き、飲み放題であった。夜食にお湯を沸

かして黒砂糖を溶かしたものを作って飲ませた。これを「砂糖湯」といった。黒砂糖は2

斗樽で買って置き、金棒で突いて砕いて使用した。昆布取りの時や、学校の弁当、にぎり

めしに黒砂糖を使うなど、黒砂糖を使うことが多かった。

9）服装

親方は銘仙の着物に熊の毛皮、チョッキも長いもの、マント風のものを着ていた。船頭

はドンジヤ（刺し子）に熊の皮、犬の毛を着た。普通の漁師はドンジャを着た。ホッカム

リは風呂敷（ネルの風呂敷）に手ぬぐいを使い、このスタイルは「古川のホッカムリ」と

いった。手にはテッケシをはめ、足はツマゴをはいた。カラクリバンは刺した足袋をはし
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たが、裸足の場合もあった。

女の人は綿入れ半纏とホッカムリの中に鉢巻きで、モンペをはきホマエダレを締めた。

またワタイレテッポウ（綿の入った刺し子）をはめ、ツマゴをはいたが、後にゴムナガグ

ツを履いた。

5イワシの加工

1）粕焚き

ナツボに運んだイワシはイワシ粕1－

加工した。粕への加工は、大きな鉄釜

（イワシ釜）でイワシを煮、それを｝

ウという圧搾機に入れて搾り、イワさ

粕（魚粕）と油に分離した。圧搾され

た魚粕は「タマ」と呼ばれ、1本2本

と数えた。この作業のことを粕焚きと

いった。粕焚きは漁の合間を見て行ら

が、シケの時には朝の2時からカマド

に火を焚いて準備した。作業は天気の

状態やナツボのイワシの量を見て、釜

焚きの回数を推定した。天候は「ガシ

の腹雲（ハラグモ）昼から下がる」な

ど、雲や風の状態などを見て、船頭力

判断した。釜焚きは漁師が順番に行い、

使用する釜の位置は回り順となった。

大漁が続くときには、釜焚きに人を頼

むこともあった。

釜場の構造イワシを焚く釜は、当

初土釜であったが、焚き口がひとつで

2つの釜を焚くことができる煉瓦製の

改良釜に変わった。釜ひとつに一人が

率景
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ドウとジャッキ（キリン）
付いて作業し一日に10本焚いて代わり

の人と交代した。焚く分の薪は自分で用意し、ナツボから魚を運ぶのも自分でやった。多

く焚くときは粘土で「ハヤガマ」を築いた。

焚き口の部分は地面を掘り込んでおり、焚き口には空気の調整と灰を落とすロストルか

付いており、奥には土管の煙突が付いていた。釜場には水道が引かれており、ゴムホース

で水を入れた。イワシはイワシカゴに入れて運び、釜の脇に積んで置いた。

改良釜とキリンの組み合わせでは、釜1つ、キリンが1つ、タマ1つ、の「1（ヒト）

釜煮」が基準であったが。以前は、2釜でタマ1つの「2（ブタ）釜煮」であった。イワ

シ釜は、内径4尺6寸のいわゆるシロクの釜で、深さは3尺であった。

煮立った釜にイワシを入れた。一釜に入れるイワシの量をカゴでいくつと計算し一定に
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した。鉄網で編んだポンタモで釜をかまし、生煮えのタマは腐ってしまうので十分煮てか

らドウ（キリン）に移した。釜から出すときはポンタモを使用した。釜にこびりついたイ

ワシ粕をハギ落とす時にはコビオトシを使用した。

ドウの構造イワシの圧搾器は昔は木の四角いドウで、カクドウといった。カクドウは

ロクロで絞め、ドウのまま運んでひっくり返してタマを抜いた。カクドウから丸いドウに

変わり、絞めるのも螺旋を切った鉄棒を利用するキリンに変わった。変わった時期は木村

千代吉氏が20歳位の頃であった。木村漁場の資料に残っているのはキリンとマルドウで

ある。ドウの種類にはヒラキドウとヌキドウがあった。ヌキドウは上が少しすぼまってい

る。

ドウの操作イワシ釜からドウヘはポンタモですくって入れた。イワシを絞ると油が分離

するが、これは樋を伝ってハチゴウに集められ、ここで油と水に分けて上澄みの油だけを

すくって缶に入れ出荷した。

キリンは、底の部分にメザラという基盤にドウを乗せ、ジャッキ（キリン）を付けてか

らイワシを入れた。これにスノコを乗せてから、丸いブタ、さらにその上にマクラを乗せ、

太いパイプを差し込んでこれを回し十分絞めてタマと油に分離した｡タマを取り出すには、

ジャッキをゆるめてマクラを取り、ジャッキを抜いてブタを取り、ドウのままずらし、ド

ブタに乗せてからドウをはずした。

2）タマの運搬

ドウから出したタマはドブタに乗せたまま、

タマカケという鉄板と太い針金で作ったものを

ドブタの前後に掛け、天秤棒を男二人が担いで

保管場所に運んだ。タマは「タマコ」と呼んだ。

重さは約30貫あり、人が上に乗っても崩れな

いほど固いものであった。

保管場所は道路に近い側で、垂木を渡した上

にタマを積み重ねていった。重ねるときにはド

ブタに乗せたまま積んだ。積み重ねたタマの山

には板囲いして雪や雨が当たらないようにした。

タマは多いときには2000個ほどになった。

漁期が終わると、各自の取り分をタマで受け

取った。分ける順番はくじ引きであった。親方は

番屋の前の千場で乾燥作業を行ったが、一般漁師；

■
■■戸

ざ

1週

木村漁場のハンテン

番屋の前の干場で乾燥作業を行ったが、一般漁師は段丘上の畑に運んで乾燥した。乾燥作

業は、冬期間から春にかけて行った。番屋の粕干し作業の人は屋号を染め抜いた半纏を支

給された。

3）イワシ油

釜の前に樋があり、油がハチゴウに流れていった。ハチゴウは3基あり次第に低くなる

よう並べて設置し、上から1号箱、2号箱と呼ばれた。ハチゴウは浜小屋の1階において
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一

いた。ハチゴウは船大工が作ったもの

で、幅2メートル、奥行き1m30c

m，深さ95cmの大きさで、チギヅ

で板を合わせている。ハチゴウの中に

は仕切りがあり（ナカシキリという）、

上澄みの油分が仕切りからあふれて次

にたまるようになっている。いっぱし、

にたまると底にあるジョノメアナを開

けてオリを流し出した。上澄みの油の

部分をヒシャク（アカトリの様なもの

で）汲み取った。油の処理は、イワシ

釜で煮立てて不純物を取り除き、一斗

缶に入れてブタをハンダ付けして、木景

事であった。

～

~錘寂謹一盈署－－．．－－

且

､侭蕊

蕊ﾐーﾐ四一

蕊

一 斗ハチゴウ
木箱に2缶入れて出荷した。油の処理はマカナイの仕

4）粕の乾燥

イワシ粕の乾燥作業は､漁が終わってから始めた。分配されたタマを各自が乾燥したが、

親方の分はホシコという人夫を雇って作業した。魚粕を乾燥する場所を干場といった。魚

粕の乾燥は千場にムシロを敷き詰めて、その上に砕いたタマを広げて乾燥した。千場に運

んだタマは大きな包丁（タマキリ）やマサカリで大割りし、カケヤで細かく砕いた。乾燥

が進んだ魚粕を細かく砕くのに「キカイ」という手回し式の粕砕き機を使用することもあ

った。キカイは心棒が二つで、二人で廻して砕いた。1回にムシロー枚分を入れて砕だく

ことができた。

砕いたイワシ粕はコマザラエやエビリで、ムシロの上に畝のように広げた。均一に早く

乾燥するよう1日に数回、多い時には3，4回テガイシといって、上下を返す作業を行っ

た。テガイシは2人が組になって流れ作業で行った。風が強いとムシロがめくれたり飛ん

だりするので、スコップで砂をかけたり、ケタを置いたりして押さえた。乾いてくると2

枚のムシロのカスを1枚に集め、空いたムシロに新しいタマを干した。作業は風下の方か

ら進めてきた。乾燥した魚粕を集めるときには、モッコを使用した。粕の運搬に使用する

モッコは、ムシロに木製の柄を2本付けたもので、2人で前後を持って移動した。

気温が高くなると、ホドルといって熱で腐りやすくなる。乾燥には冬場で1週間位であ

った。

5）梱包・出荷

乾燥作業の道具類は千番屋（ホシバンヤ）に置かれていた。ホシバンヤは土間にムシロ

を敷いて炉を切ってあった。千番屋は木村漁場の北東側にあったが、後に海岸よりに移設

し現在は解体されている。魚粕を梱包保管するナヤ（番屋）は現在の木村喜代五郎氏宅付

近あった建物で12問×5間の大きさで、西側半分が板の間となっており粕の保管場所と

して使用された。ナヤの半分は砂場で、ムシロを敷いて梱包作業を行った。
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魚粕は24貫を1俵として梱包した。魚粕の俵をタデといった。梱包に使用したのはク

ジミムシロ（タデムシロ）といわれる特別製のムシロで、魚粕乾燥に使用する干しムシロ

より15センチほど広く、長さと厚さが2倍あるものであった。俵のブタにするフタムシ

ロはクジミムシロを8分割して使用した。ムシロは竹針でかがりあわせ俵状にし、魚粕を

詰めた俵はフタムシロでブタをしてから、チュウケンナワという少し太めのワラ縄で、横

3，縦2回廻し、俵の中に1回通して梱包した。俵の中に縄を通すにはチュウシンという

鉄の棒（径4分から5分）を使用した。

カスは検査があって等級を付けたものを出荷した。「アブラヤケ」したイワシを使うと

品質が落ちた。検査の結果は3等サンカク、2等ヒョウタン、1等ロッカクノイチ（六角

の一）のスタンプ（紫色）をボンボンで押した。これをアオタンといった。魚粕の検査は

ケンジヤクを俵の中にいれて粕を取り出し検査した。

木村.千代吉氏が15，6歳の時（大正5生）で粕の価格は1等7，8円で当時の日当（市

役所の工事）は、女1日50銭、男1円10銭であった。魚粕は馬車引きに頼んで函館の

問屋まで運搬した｡馬車は2輪馬車でタイヤと金輪があった｡魚粕は馬車に2段に積んだ。

4月、5月頃に出荷するが。注文に応じて何回にも分けて出した。

6漁の終了

1）網干し

漁が終わると網干しをした。網干しの杭（ナラ材）は長さ8尺から9尺で2尺くらいか

砂地に入っている。杭は毎年補充した。杭は1間半の間隔で立て、杭の上にはケタ（スギ

材）を渡した。ケタの長さは4間から5間、直径5寸程度で、ケタの端と端を結わえ、こ

の上に網をかけて干した。網は25問に分割して干した。網を干すのはカミコテ（函館側〉

とシモコテ（汐首側）2列に、フクロ干し場を用意した。網干し場に使う浜はコマザラエ

できれいにした。

網修理は津軽から職人が来た。漁の最中は漁師が行ない、修理道具のアバリ（網針）は

親方が用意した。

2）キリアゲ

漁の終わりはキリアゲ（アゴワカレ）といった。キリアゲは金の配分がすんでからで、

キリアゲの経費は全体経費の中であった。番屋の中にムシロを敷き、板を敷いて料理を上

げた。餅はその日の夜明け前から場き始め、村中の子供達にお汁粉を振る舞った。子供は

茶碗と箸を持って来て食べ放題で、「お祭りよりすごい」楽しみであった。漁師は番屋て

宴会があった。赤い塗りのお膳が出て魚汁、煮付け、酢の物や鯨のアブラ身を短冊に切っ

た鯨汁が出た。鯨汁にはフキ、ワラピ、コンニャク、アブラゲ、トウフ、ニンジン、ダイ

コンを入れた。ソーラン節や沖揚げ音頭がでたが、最初は親方が歌ってから無礼講となっ

た。

キリアゲの頃になると下海岸に青森から民謡一座が呼ばれて来た。津軽屋すわ子の名前

が記‘億にある。太鼓、三味線、唄と4人から5人が組になって廻って来た。
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7俗信・風

天候は函館山や汐首にかかる雲の様子、夕焼けの色、月のオヤグ（輪のこと。ハチマキ

ともいう）のかかり具合などをみて判断した。月にオヤクがかかれば雨になる。また、対

岸の下北がはっきり見えればヤマセになるなどといって下北半島の見え具合なども重要な

判断材料であった。

潮の具合も注意した。干潮は「シオが枯れる」といって死と関係付け「シオヒ」ともv

った。反対に満潮は「シオが満る」といって生と関係つけた。

日にちの関係ではアミオロシは大安を選び、アミタキ（網の積み込み）は仏滅にはやら

ない。イワシの回遊と月の具合（欠け具合）を見た。漁の満月はよくないといった。また

ムジラ、サンコ、チシゴなど星との関係も見た。

風の名前ではタマカゼは西北の風。シカタは南西である。東から来る波をアイナミとし、

った。「トビウオのシッポで風の方向を見る」と言い、又雲の形で風の方向を判断した。

8農作業

集落の背後の海岸段丘上に畑があった。男は出稼ぎや海の仕事に出るので、農作業は女

の仕事となった。主な作物はジャガイモ（イモ)、トウモロコシ（トウキビ、キミ）、大

豆・小豆（マメ）、各種の野菜であった。ジャガイモは塩ゆでして主食代わりになったり、

デンプンをとって保存用とした。トウモロコシは食用のほか、乾燥したものを粒にして、

飼料用として出荷した。大豆は、自家用の味噌の材料として重要で、余裕があれば販売し

た。この場合、品質の良い方を販売に回した。野菜は、大根、カボチャ、人参、キャベツ、

ゴボウ、キュウリ、ナスなどいろいろで主に自家用とした。

畑を起こすのは足で踏むスキで、スキオコシといった。これに対し、平クワで起こすこ

とをクワ起こしといった。スキで起こした後にクワでたたいて細かくした。これをクワﾛ；

きといった。クワで起こしたときにはこの作業は必要がないが、作業能率はスキオコシの

方がよかった。

馬のいる家はプラオを使用した。プラオには畝ありプラオと平起こしプラオの2種類が

あり、使い分けた。また、馬のある家に起こすのを頼むこともあった。この場合は一反歩

単位で、現金で依頼した。畑を作る人をハタケマキといった。

台地の入植地では、漁村の兼業農家と違いアワ、ソバ、ヒエなどの雑穀類をはじめ、大

豆、黒豆、ジャガイモ、トウモロコシなどを換金作物として作った。戦後はジャガイモ、

酪農を行った。酪農は「貸付牛」を一頭借り、種付けをして子牛が生まれたら返す方法で

ある。夏場はケイ牧で夕方には家に連れて帰った｡サイロはブロック積みで自分で作った。

サイレージの前は干し草、トウモロコシのカラを餌とした。その後サイロでコーンサイレ

ージを作った。牛一頭で反歩必要であった。

ジャガイモは、単にイモというのが普通だが、馬鈴薯、ニドイモともいった。品種は主

にダンシヤクで戦時中に多く栽培されるようになった。ダンシヤクが普及する以前には、

シロイモといわれる皮が白い品種を多く栽培した。デンプン用にはベニマルという種類が

あった。草取りは、柄が長いタチガマでとる。ジャガイモは4月下旬から5月はじめにか

けて種まきした。

－43－



昔は畝立てをしないで播いた。耕すときにはスキ（フミスキ）を使った。畑を起こすこ

とを「畑フム」といった。起こした固まり（コゴリ）はクワ（ヒラクワ）でたたいて均し

た。ウネバラ（畝と畝の間）に肥料を入れた。肥料には購入したマメ粕、カリンシヤを使

った。マメ粕を入れるとおいしいといわれた。イワシの粕も使った。これらを混ぜ、コヤ

シ（ジキ）も撒いた。ヤマの畑への行き来は急な坂を上り下りするきつい作業であった。

特にコヤシにする下肥を、一人で天秤棒を担いで桶に入れて坂を上るのはつらい作業であ

った。

種イモを播いてからスキで踏んで士をかけた。これをたたいておいて、芽が出ればクワ

で周りに土をかけ秋までそのままにした。種芋は前の年に収穫した中から選んだものを、

適当に切ってそのまま播いたが、切り口に灰をまぶす人もあった。種を植える間隔は足の

ひとつずつ、幅は2尺3寸であった。

本格的収穫は10月頃であるが、ダンシヤクは土用のコンブ漁のころには収穫して食べ

ることができた。シロイモの収穫はこれより遅くなった。芋掘りは葉が枯れてから短い柄

の三本クワで行った。これをイモホリといった。ジャガイモは、日に当てると青くなる（ヒ

ラカレル）ので、日に当てて乾燥することはなかった。

イモの保存は畑に穴を掘って入れ±をかけた。また､家の床にムロを掘る場合もあった。

保存用の穴は、直径3尺、深さ3尺位で、床にムシロを敷いてからイモを入れ、ムシロを

かけてから士をもって盛りにした。こうした穴をイモ穴、盛り上げた状態をイモ盛りとい

った。ダイコン、キャベツなども穴に埋めて保存した。

クズイモはデンプン(ハナ）に加工した。ジャガイモはハナトリキカイを使ってくだき、

樽に入れて流水にさらしてデンプンを作った。デンプンは自家用で、茶碗に入れ、煮立っ

た湯を入れて、チャワンネリで食べ、モチにも入れた。

大豆は、「カッコ鳥がくれば豆蒔き盛り」「カッコウの鳴く声あれば豆蒔いてもよい」「ス

モモの花盛り豆まき」「スモモの花が咲けばなに蒔いてもよい」などといい、5月10日

頃に蒔いた。

大豆の蒔き方は、畝立てしたところに、鎌の先で千鳥に穴を開けて2粒ずつ蒔き、足で

士をかけた。幅2尺4，5五寸・トウモロコシは、豆類と違い、いっぱい播いてからすぐ

って2本残した。

9月にはマメ漬けのマメをとる。これをアオマメといった。枯れるのは10月で、カマ

で刈り取った。これをニオ積みにして乾燥し、脱穀は家に運んで行った。ニオの高さは自

分の目線くらいで、上には古ムシロを上げて雨よけとした。ニオを運ぶときには二本の棒

を差し込んで2人で持って運んだ。

脱穀は11月に入ってから行った。ムシロを敷いた上で6尺くらいの長さのマメタタキ

棒で叩いて脱穀した、これをマメウチといった。また、フル棒（フルウチ）といって棒の

先が回るものもあった。これは力が入って能率が良かった。選別は、竹で編んだメカゴで

通し、後は風の強い日に箕に入れて上から落として、風でゴミを飛ばした。その後は手で

ゴミをより分けた。カラは垣根や敷きワラ、焚き木にした。

大豆の保存は、カマスやカント袋にいれて、物置に保管した。品質の良い大豆は販売用

に廻したが、それ以外はミソ作りに使用した。ミソ作りはミソをたくといった。大豆を煮

る釜はイワシ釜を使用した。釜の中で、わらを燃して焼いてから、よく洗って使用した。
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で行うといった。1軒ミソ作りは共同作業で、7，8軒が集まり、ユッコ（ユイッコ）で行う

で年に大豆1俵分をミソ作りに作りのマメを使い、三年ミソにして食べた‘
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関連年表

1887(明治20）練は凶漁､鮭･鱒･鰯はやや豊漁となる

1893(明治26）この年､水産物は豊漁であり、とくに近海のイカ･イワシが好漁と
なったが､全国的には前年に引き続き不景気となる

1897(明治30)11.函館沿岸のイワシ漁が豊漁となる

1911(明治44）12.19歳末より春にかけて函館地方の景気を支配する近海イワシ漁が
不振の折､大森浜にイワシの大群が押し寄せ徹夜で作業をした
結果漁獲高は2万函以上となる

1913(大正2)7.山背泊の沖合に､海の色が変わるほどのイワシの大群が押し寄
せる

1915(大正4）12．3下海岸方面にイワシの大群が押し寄せ2500石の大漁となる｡ま
た翌日、戸井は4000石の沖揚げ､函館大森浜でも大漁となる

1916(大正5）12．本年の函館の景気は農産物の豊作､イカ･イワシの豊漁が繰り
返されて好況に推移し､警察の年末特別警戒では一人の浮浪
者も発見されず､また､無料宿泊所や新川施療病院の収容人数
も激減している

1917(大正6)11.28例年より一週間早くイワシの大群が住吉町･大森浜に押し寄せ、
近年にない大漁となる｡そのほか､上磯･戸井･汐首｡瀬田来村
でも大漁となる

1920(大正9)11.19宇賀の浦から汐首･鎌歌･戸井の下海岸にかけてイワシの大漁と
なり､2300石の収獲となる

1921(大正10)11.28大森浜でイワシが大漁となる

1921(大正10)12.8亀田郡戸井村汐首沖一帯にイワシの大群が押し寄せ1000石に
ものぼり､一夜にして約3万5000円の漁獲高となる

1922(大正11）11．8住吉町から大森浜にかけてイワシの大群が押し寄せ､漁獲高は
15600石にのぼり､徹夜作業が続く

1922(大正11)12.2イカ･イワシの大漁が続くなか､銭亀沢村の古川尻から大森浜に
かけてイワシの｢大群来｣が起こる｡次いで6日にもイワシが押し
寄せ､銭亀沢村2000石･大森浜1500石の水揚げとなる｡大森浜
は8日の夜も15600石のイワシがとれる

1925(大正14)11.28前夜より住吉町･大森浜にイワシの大群が押し寄せ､すでに
6000石が収獲をあげる｡汐首･戸井方面も大漁となり管内を通じ
この日までの実収高は2万5000石となる

1925(大正14）12渡島支庁管内におけるイワシの来遊は著しく大漁続きとなり､戸
井漁場では寝る間もない漁夫達が終了期ではないが漁獲をもて
あまして切りあげ準備に入る

1929(昭和4）12大森浜沿岸の鰯漁が大豊漁となる

1936(昭和11）この年II月以降､函館近海の鰯漁は豊漁が続き､道南沿岸の漁獲量
は28万石を突破する

1952(昭和27）11.26住吉浜にどよめき歓声イワシひと夜で2万貢

＊各新聞記事より作成
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【参考】

青森県下北半島（東通村）のイワシ漁

明治時代から大正時代にかけての東通村は、イワシの地引き網漁で活況を呈した。イワ

シが姿を見せるのは海峡沿岸では六月頃で、一一月いっぱいくらいが漁期であった。漁の

終わりはキリアゲといい、正月一一口のオフナダ様の日が目途であった。ニシン場から帰

り、出や畑の仕事が終わるとイワシ漁にかかった。太平洋沿岸は、これから遅れ、秋イワ

シが漁の中心となった。東通村の沿岸各集落は、イワシ漁の盛漁期には本集落から離れた

海岸部に納屋を造り、ここに老人を除く家族全員が移住（浜下がり）して、もっぱらイワ

シ漁に明け暮れる毎日を送った。当時の水田は稗田がほとんどで、稗は田植えの後はほと

んど除草や水管理などの作業を必要としないため、刈り入れと脱穀の時期を除いて、浜の

仕事に集中することが可能であった。

地引き網は、少数の親方の他には、集落の本家筋の共同網（ナカバアミ）として経営さ

れるのが一般的で、田名部の商人の仕込みを受けていた。漁獲したイワシは、そのほとん

どが魚粕に製造され、仕込み商人の手を経て出荷された。イワシ漁は明治末には陰りが見

えはじめ、大正末には衰退し、昭和初期には姿を消した。

【組織】

イワシ漁は地引き網で行なった地引き網は集落の本家筋の共同網として営まれる場合

が多く、これをナカバ（仲間）網といった。ナカバ網では、権利のことをカブ（株）とい

い、本家筋の家が持っていた。東通村における地引き網の組としては、老部の南北（ヤオ

ジ、ナカバ）二組。猿ヶ森のナカバ網二組。尻労は大網組、小網組。尻屋は大網、小網。

岩屋は大網、小網。裳部の七軒納屋と二軒納屋。入口のナカバアミ、石持のカミ(尻屋方

面)、シモ(大畑方面)などがあった。

組の責任者はマワリ船頭といって、一年ごとの回り番であった。これとは別に、実際の

漁に従事するのは、船頭（沖船頭、大船頭、オヤジなど、さまざまな言い方がある）で、

網船のサンパのトモで舵を取りながら漁の指揮を執った｡それを補助する船頭テツダイ(オ

モテ船頭)、陸にいてイロというイワシの群を見張り、海上の網船に指示を与えるオカ船

頭（マッカ船頭、ジヤグミ船頭、テントコ船頭など）があった。

【イワシの種類】

イワシ漁は六月頃から一二月まで続くが、時期によって回遊してくるイワシに違いがあ

った。カタクチイワシはマルイワシ、セグロともいわれ、春から夏のイワシ漁のはしりに

捕れるイワシで、動きが早く、網によく刺さった。生のままスダレに干して干鰯（ホシカ）

にした。マイワシは側面に丸い七個の斑点が並ぶのでナナツボシといい、魚体がカタクチ

イワシより平らなことから、ヒラゴともいった。これはカタクチイワシの後に来るイワシ

で、大量にとれ主にカス（魚粕）にたいた。オオバは春早くか、秋の遅く雪が降ってから

来るイワシで、動きが早く、なかなか捕れなかった。これは主に塩潰けにした。

【浜小屋】

東通村では、海岸からやや内陸に位置する集落が多かった。イワシ漁やコンブ漁の時期
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には、海岸にある納屋に移って生活した。これを石持では「浜下がり」といった。幾部で

は、田植えの後には家に年寄りを残し、家族で「浜の小屋」「納屋」に住み、子供もそこ

から学校に通った。小屋は.葛間半に五、六間の堀立小屋で、屋根はカヤ、サクリは板、敷

き板は厚い板を敷いた。

猿ケ森では、浜には家ごとに納屋があり、イワシの時期には男たちが毎日通って待機し

た。女の人たちが畑に行くときにはモッコとタモとケラを持って行き、合図があるとすぐ

駆けつけることができるよう準備していた。

【魚群の発見】

イワシは塊になって回遊してきた｡イワシの回遊する方向は津軽海|峡側では夏はシモ(東

側)、秋はカミ（西側）からが多かった。イワシの大群が海岸近くに押し寄せると、海の

色が変わった。そのため、海を望む高台や浜にヤグラを組んで、イワシの群の来るのを見

張った。イワシの群のことをイロといい、群を見張ることをイロミといった。裳部では海

岸に五問くらいの高さの四本の柱を立て、その上に小屋をのせてヤグラにした。イワシの

イロは赤黒い色で、イロの大きさで群の規模を見ることができた。イロミの人は各集落で

さまざまな名前で呼んだ。裳部ではモリ船頭、尻労でジャグミト（ジャグミ船頭)、岩屋

ではテントコ船頭といった。テントコとは崖の上に風が当たらないように掘った穴で、テ

ントコ船頭はこれに体を入れて海を見た。また、猿ヶ森ではハネミト、老部ではバンペイ、

石持では崖（マッカ）の上でイロミすることから、マッカ船頭といった。

イロミは場所を決めて見張る以外に、海岸を歩きながらイロミすることもあった。イロ

は赤黒い色で、魚群が濃いときには土色になった。また、海の色より青くなることもあっ

た。雲の色とイワシの色を見分けるのが難しく、形もさまざまに変化した。魚群を早く見

つけた組に権利があるので、イロは目の良い、‘償れた者が行なった。

【出漁・網入れ】

イロが見えると、イロミの係りは着ているものを振るなどして、皆に合図を送った。こ

れを「マネを上げる」といった。これを見た漁師は急いで船を出し、イワシの群に網をか

け廻した。船頭がトモガイを扱い、進路を決める。網を下ろす係りはアミナゲと称し、オ

モリとウキの係りに分かれて網を投げ下ろした。擢はサッカイで、カイビキに擢を通し、

シリカケに腰を下ろして「オーヒコ、オーヒコ」の掛け声で漕いだ。

イワシは、津軽海峡側では東から西、太平洋側では北から南に回遊してきた。

津軽海峡沿岸の岩屋では、シモ（東）からカミ（西）に回遊するイワシをノボリイワシ

といい、網の廻し方は普通は左廻しに行なった。これはイワシを追いかけるように廻す方

法である。動きの早いイワシの場合は､イワシの進路を遮るように右廻しで網を掛けたが、

これをアテガケといった｡アテガケのときはイワシが入るフクロが反対になっているので、

フクロを上げてから（フクロは三、四間あった)、はずしてひっくり返す手間がかかった。

網を下ろすことを、アミイレといった。オモテガカリが|産の船頭（オカ船頭）を見てお

り、その指示で「イレロ」と合図する。網は一旦引っ張られると、どんどん海に入る。岸

から離れるときに最初に入れるほうにダルを投げておき、若い人がこれを泳いで取りにい

く。フクロのクチマエに大きなダルをつけておき、これを基準に網を引くとき「カミまけ

た｣、「シモまけた」といって引く。サンパは陸に綱を上げて、人を下ろした後は、フク

ロの所にいって、ねじれを直したりする。浜と網の距離
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が長いときには二人がロープの所で泳いで音を立て、網から魚が逃げないようにした。

フクローつで足りない場合は、｜産から予備のフクロを船に積んで運んだ。フク口の端に

ハッピヤクがついており、フクロを上げてハッピヤクをあわせてフクロを足すが、これを

引っ張るため、網船のアバラの一つに隙間をつけてこれにロープを通し、引っ張った。フ

クロのドンジ（尻）二ヶ所を結んでおき、イワシがあふれないようにした。岩屋で多いと

きには三つ、四つ繋いだこともあったという。

尻労の地引き網は二股引きの、いわゆる「両手廻し」で、三膿が組になり、二股の網船

が左右に網をかけ廻し、残りの一般にはオヤジが乗り組み、中間にいて投網を指揮した。

尻労の地引き網は、イワシの入ったフクロを陸に引き揚げず、海上でタモアミを使って汲

み船にイワシを移し、陸に運搬した。

【網の構造】

網の構造は、左右に引き綱、その先に網がつき、中央部にイワシが入るフクロと呼ばれ

る目の細かい網がある。引き綱の長さは、猿ヶ森では、二○間（漁に関する一間は五尺で、

普通の一間六尺とは異なっている）の長さの綱を、二本、三本繋げ、綱の先にはタズとい

うナラ、カマズカの木の棒を立てて、これに垣網を取りつけた。垣網は荒い網（アラメ）

を先に海に投げ入れ、ソメ、フクロをつないだ。網のつなぎ目はクゴで作った縄を使用し

た。網一枚の長さは二○間で、アラメニ枚、ナカメー枚、ソメ三枚が標準であった。

垣網の名称は、フクロに近い側から一ワキ、ニワキ、三ワキと数えた。裳部では四ワキ

からはアラメで、網の長さは三○○間、タチ（網の幅）は四間、フクロの長さは三間であ

った。

【漁船】

イワシの地引き網に使用する船はサンパといわれる大型の和船で、長さは六間、幅は七

尺で、擢を漕ぐカイツキ（カキテ）が八から九人、網を海に入れるアミマキニ人、トモ擢

を扱って船の舵を取る船頭一人が乗り組んだ。大きな船になると、カキテが一八人にもな

った。サンパはミヨシが高く立ち上がった形をしており、銅板や墨で化粧されていた。こ

のミヨシはエボシミヨシといい、センがあってミヨシを取り外すことができた。岩屋のサ

ンパは、漁が終わって船を小屋に入れるときには、このミヨシを取り外さないと奥行き九

間（六尺一間）の船小屋に入れることができなかったという。

【陸揚げ】

イワシは陸に引き上げられたフクロや、沖からイワシを運んだ汲み船から、木製のモッ

コや竹カゴでナツボに運んだ。ナツボは浜の砂をならしてコマザラエでゴミなどをを取っ

て用意した。竹カゴは手のついたカゴで、女、子供は二人持ちで運んだ。男が入れば男は

両手で持つので、三人でニカゴ運ぶ計算になる。カゴはモッコと同じ量のイワシが入った。

裳部では、このカゴは函館から購入するので、函館カゴといった。また、ナツボは幅六

尺、厚さ一尺で長く作った（五間も六間も長くする)。長いナツボを縄を張って計り、カ

ゴに入れて分けたこれに使うカゴは一○賞目くらい入るカゴで、イカカゴといった。

【イワシの分配】

共同網の場合の分配方法には、各集落によって多少の違いはあるが、漁に参加した者に

は平等に分配されるのが原則であった。陸で網を引く場合、カキアミの端のタヅが陸に上

がる前に駆けつけることが条件であった。網に目がかりしたイワシや網からこぼれたイワ
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シは、子供たちが自由に取ることができた。正規の配分の権利のある者が、これを行なう

ことは禁止されていた。

分配の様子を岩屋の例で見てみたい。地引き網のナカバに加入している家では、ナヤド

と呼ばれる男と、ゼンマイと呼ばれる女が一組で漁に参加した。ナヤドは直接漁に従事し、

ゼンマイは浜でのナツボの整地などさまざまな雑用に従事した。分配はナヤドが一人分、

テツダイ（浜に出た人）八分、女は半人分（ハンシロ）で、ゼンマイにもこの権利があっ

た。さらにイワシが余れば、ゼンマイに別にワケシロが出た。イロミのテンテコの人にも

一人前、センドウも同様であったという。これは、多くもらっても加工しきれないからだ

という。漁獲量は帳面につけて記録し、ハカリカゴで計って木のモッコに入れた（カゴー

個はモッコー個に相当した)。カゴでいくら当たるかは、漁の様子を見れば大体判断でき

た。

分配の割合について、他の集落について述べると、猿ヶ森では、青年会（若者組）に入

っている者が一人前の分配を受けた。分け方はカゴで分配し、男カゴと女カゴで分けた。

割合は一○対八くらいであった。また、タズが渚まで着かないうちに来れば一人前で、そ

れ以外は半分となった。

石持では、株持ちの漁師一駄（ニカゴ)、曳き子の男子半駄（一カゴ)、女子四半駄（半

カゴ）という基準であった。一五歳以上、六○歳以上は女並みとなった。尻労では船頭、

船頭テツダイ、オヤジは一人半の分配で、テツダイニンの中で一五歳以上の男女にも三分

の一人前をカゴで分配した。尻屋では網を引いたヒキトには各戸割にする三分の一を分配

し、目がかりは女や子供たちが取ってもよかった。

親方の網の場合、裳部では、親方四分、乗りカク（船に乗る仲間）六分を海に出た人で

均等割りし、親方も出ればその配分を受けることができ、陸で網を引いた人はその半分で

あった。男は一五歳から一人分で、女性半分であった。女は一五歳以下は網を引いた場合、

腰にコダシというカゴをつけて目がかりのイワシをとることが認められていた。また、入

口では、漁獲の半分を網元、残りの半分を地引き網に参加した人で人数割りにした。小学

校を卒業した者は一人前（ヒトシロ)、子供は半人前として、魚粕で分配した。

【加工】

分配を受けたイワシは、各家で魚粕に加工し、田名部や函館の仲買に販売した。太平洋

側では小田野沢にも業者がいた。また、内陸部の農村から買いに来ることや、米と交換す

ることもあった。

イワシの加工は、まず大きな鉄釜でイワシを煮てから、ドウと呼ばれる圧搾機でカスと

油に分離した。釜とドウは一軒に一組あり、納屋の脇に粘土で釜場を造っていたが、水の

便の良い所を選んだ。釜からドウにイワシを移すのには、鉄の輪に綿糸の網を張ったシデ

（ポンタモ）という、特別のタモを使った。この作業はカスタキと呼ばれた。粕はよく締

めれば締めるほどよく、締めてからまた煮たイワシを足して締めた。大体二釜で、ドウー

本分に相当した。

圧搾したイワシはタマといい、ドウをひっくり返してタマを抜き、ムシロを敷いた上に

おいて、砕いて乾燥した。冬に作った粕はムシロの上におき置き、上を囲って保存し、春

になってから乾燥した。春に雪がとけて地面が乾燥すれば、粕干しにかかった。粕のタマ

は堅くなって、中は凍っている。これをカギでほぐして、風で乾かした。大きいままで乾
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燥したほうがよい。乾燥してき次第、手でほぐして乾燥する。粕は蔵のセイロに保管し、

出荷はタデムシロに詰めて出荷した。タデムシロは函館から購入し、タデ－本は一八貫で

あった。粕には一等粕、二等粕の別があり、タデで出すときにはスノで通した後、フルイ

を通して砂と細かいのを除いた。質の悪い粕は自分の田や畑の肥料とした。

【網の保存】

網は分解し、カキシブで染めてから保存した。カシワギの皮も使用した。網を染めるに

は、釜に入れて煮てから出した。網の台に載せて、台からは釜に汁が戻るようにしている。

網の貯蔵は四本柱でヤグラを立て、屋根をかけてネズミが入らないようにした網蔵に保存

した。
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1．木村番屋
』
華

~一

1号番屋南面からの現況。
煙出しが一際高く見える。
1号番屋はサンパを格納

していたことから「フネ

ノナヤ」と呼ばれていた。
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2．1号番屋調査前内部

番屋内部西側の状況。ほ

ぼ中央に「ナカブネ」が
格納されていた。奥には

カミダナが見える。

函，函

…ﾐ盲上西

3．1号番屋カマド

A3区画番屋の北壁東

隅にあった自家製の竃。

造り付けで上には物置用

の棚がある。カマド本体

は前面が崩れ、補強用の

鉄枠が残されていた。調

理に使われた鉄鍋がその
まま残されていた。

零雛ミ‘鑓
慧罵翠電.&割 陰’

4息

鈴鋼曾鞠。
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4．フネの内部

ナカブネの船上に残され

ていた「ヤクビトフダ」

船ごとに担当と役割が記
されている。

5．1号番屋の内部

内部は床面も天井も格納
スペースとして無駄なく

使われていた。

写真は番屋最奥。手前に

は網干し用のケタ。奥に
はキリンのドウ。上には
梁から吊されたセンガン。

6．1号番屋の梁上部

梁の上には櫓・擢や網等が
整然と格納されていた。

底
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上7．番屋の内部

西壁桁下には神棚が祁られていた。

左脇は力サギ。手前はナカブネの舶

先がある。

■「、

中8．番屋の内部西北壁

松明となるカバカワが出漁前そ

のままに格納されていた。

下9．番屋の内部北壁

C・D10区画ナカブネの近くに格

納されていたゴロ。
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10.調査前のレクチャー

調査は、調査指導員、博

物館学芸員、市史編さん

室職員に加え博物館実習

の実習生を加えて行われ

た。調査に参加する学生
には調査指導員から調査

方法･資料の取扱･漁具に

関する基本が講義された。

弓
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11．調査の状況 ー
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核となる資料は、調査に

先立って、位置を含めた
現況の記録がなされた。
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12．調査状況

; 昼 恥
金

調査着手前の資料名確認。

話者は故木村喜代五郎氏、

聞き手は昆指導員。
、、鰹需一
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13．位置の記載

1

柱間と梁間を組み合わせ
た水糸配り（位置ぎめ）
に従って資料の現位置が

記載された匙
，一一

I到

M‐
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峰‘幽霧倉0直
垂
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浸‘
14．調査グリッドの

設置状況 、
畠･“､魔

15．調査状況

グリッドごとに資料の名称
確認と概要が記録される。
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資料に資料名と位置の記載

された資料ラベルがつけら
れる。
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17．調査状況7

大量に残された同一資料

（ドブタ）の登録手続きを
確認する。右手にはハチニ
ウが置かれている。

塞永

硬串苓寒
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、
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18．－号番屋

梁上と天井裏の

調査風景
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19．資料の搬出

資料は、ラベルに資料名
と位置の記載がなされた
ものから屋外へ移動する。 を蹴懲

、‐

謹言雪苧毎魂

‘二一

ｋ
蝿

20.清掃

屋外では写真撮影用に簡

易クリーニング作業が行
われる。

21．付属品の確認

台帳への登録前に付属品
の確認作業。
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22 資料の計測23．台帳への記載
資料は採寸され台帳へ記載し登録される。台帳へ記載し登録される

24．写真撮影

25．炉跡の確認

一

＝
一

資料の搬送前に写真撮影を行った

巽軍

聞き取りでは、一号番屋内には2箇所の炉が切られていた毎

現況では判らなかったために、位置を確認するための発掘手

行った。
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詐藤鯉､ 26．イワシ網

二号番屋に格納されていたイワシ

網の一部。

一‐－■‐＝

ｰ一一、一~一．

醗
唖

ぷ
ぷ

27．指導を受けながら網を広げて行く 28．アバタナ部分は目が荒い
－－－

世
易

一一＝皿
－

臨雫。
蕊．§

簿

§闇量魯惑､’、

賢き:~鳶欝"

蕊慧。
29網を広げた状態。網は片側からスルスル30.イワシ網の残部全景

と広がった。

1弾
慰蕊瞳

31．調査参加者
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大 漁旗第二漁神丸
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大 漁旗木村漁業部

能
争闘

L

瞳毒
E
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』藩

イワシ釜（参考品）戸井郷土館蔵

カバ力屋

2008年市立函館博物館特別企画展「函館繁盛記」での展示状況
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